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〇
年
代
末

の
壁
画
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現
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「パ

リ
日
本
館

《
欧

人

日
本

へ
到
来

の
図
》

の
制

作

プ

ロ
セ

ス

林

洋

子

藤 田嗣治 の1920年 代 末の壁画表現

は
じ
め
に

両
大
戦
間

の
日
本
と

フ
ラ
ン
ス
の
あ

い
だ
を
移
動
し
な
が
ら
活
躍
し
た
画

家

・
藤
田
嗣
治

(
一
八
八
六
-

一
九
六
八
)
は
、

一
九

二
〇
年
代

の
パ
リ
で
描

い
た
裸
婦
や
猫
を

モ
テ
ィ
ー
フ
と
す
る
タ
ブ

ロ
ー
や
太
平
洋
戦
争
中
に
取
り
組

ん
だ
戦
争
画

で
広
く
知
ら
れ
る
。
藤
田
を

め
ぐ
る
研
究
は
、
長
い
停
滞
期
を
経

て
、
二
〇
〇

二
年
秋
に
画
集
や
評
伝
が
続
け
て
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
近
年
急
速

に
進
展
し
て
い
る
。
そ
の
研
究
動
向

に
つ
い
て
は
す
で
に
い
く

つ
か
の
場
で
概

　
　
　

観
し
た
の
で
、

こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
二
〇
〇
六
年
春
か
ら
は
東
京
国
立

近
代
美
術
館
ほ
か
で
本
格
的
な
回
顧
展
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、

一
九
八
八
年

に

東
京
都
庭
園
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧

会
以
来
、
約
十
八
年
ぶ
り
に
そ
の
画

業
を
回
顧
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
彼
が

一
九
二
〇
年
代

末
か
ら

一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
壁
画

の
大
作
を
パ
リ
と
日
本

で
複
数
手
が
け

た
事
実
が
研
究
者

の
あ
い
だ
で
認
識
さ
れ
、
位
置
づ
け
が
は
じ
ま

っ
た
の
は

一

　ヨ
　

九
九
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。
な
か
で
も

一
九

二
九
年
に
パ
リ
の
国
際
大
学
都
市

内
に
設
立
さ
れ
た
日
本
館
の
た
め
に
描
い
た

《
欧
人
日
本

へ
到
来

の
図
》

は
、

画
家
が
は
じ
め
て
本
格
的
に
取
り
組

ん
だ
壁
画
で
あ
り
、
彼

に
と

っ
て
最
大
級

の
サ
イ
ズ
だ

っ
た
だ
け
で
な
く
、
注
文
画
な
が
ら
異
国
で
挑

ん
だ
日
本
表
象
で

あ

っ
た
。
近
年
、
こ
の
作
品
は
日
本
と

フ
ラ
ン
ス
の
共
同
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ

り
修
復
さ
れ
、
そ

の
前
後

の
調
査

に
よ
り
埋
も
れ
て
い
た
事
実
が
い
く
つ
も
判

明
し
て
き
た
。
お
り
し
も
、
藤
田
に
限
ら
ず
、
近
代
日
本
に
お
け
る
壁
画
に
関

　
　
　

し
て
概
観
す
る
論
考
が
出
た
ば
か
り
で
、
本
稿
が

「
壁
画
」
を
視
点
に
藤
田
を

見
直
す
試
み
は
た
い

へ
ん
時
宜
を
得

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

一
九
二
〇
年
代
の
前
半

に
パ
リ
で
の
名
声
を
確
立
し
て
い
た
藤

田
は
、

一
九

二
七
年
夏
以
降
、
パ
リ
の

一
切
の
サ

ロ
ン
に
出
品
し
な
く
な
る
。

　ら
　

現
地
で
個
展
は
重
ね
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
熱
心
に
発
表
を
続
け
て
い
た

13



　　
　

サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
、
サ
ロ
ソ
・
デ

・
テ

ユ
ル
リ
ー
か
ら
離
れ
た
。
そ
れ
に

か
わ

っ
て
彼
が
作
品
を
発
表
し
た
の
が
、

パ
リ
在
住
日
本
人
作
家
た
ち
に
よ
る

展
覧
会
で
あ
る
。
と
り
わ
け

一
九

二
九
年

に
は
、
彼
の
活
動

の
大
半
は
母
国
日

本
に
関
わ
る
も
の
と
な
る
。
確
か
に
、
こ
の

一
九
二
〇
年
代
後
半
に
は

マ
テ
ィ

ス
も
、

シ
ャ
ガ
ー
ル
も

ユ
ト
リ

ロ
も
も
は
や
サ

ロ
ン
に
出
品
し
な
く
な
り
、
パ

リ
の
諸

サ
ロ
ソ
も
明
ら
か
に
昔
日
の
活
況

を
失

っ
て
い
た
。
そ
の

一
方
で
、
当

時
い
っ
そ
う
多
く

の
日
本
人
美
術
家
が

パ
リ
に
わ
た
り
、

サ
ロ
ン

・
ド
ー
ト
ン

ヌ
な
ど

へ
の
入
選
を
目
指
し
て
い
た
こ
と

と
は
対
照
的
で
あ

る
。
藤
田
の
サ
ロ

ソ
離
れ
は
、
彼
が
サ

ロ
ン
で
の
活
動

に
興
味
を
失

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
パ
リ
の
美
術
界
で
の
活
動
自
体

に
関
心
を
な
く
し
た
こ
と
を
意
味
す

る
も

の
だ
ろ
う
か
。

こ
の

一
九

二
九
年

(昭
和
四
)
は
、
藤

田
に
と

っ
て
決
定
的
な

一
年
と
な
る
。

彼
は
四
十
三
歳
を
迎
え
て
い
た
。

二
つ
の
日
本
的
な
大
画
面
絵
画
を
パ
リ
で
完

成
し
た
の
ち
、
十
七
年
ぶ
り
に
日
本
に
三

ヶ
月
間
帰
国
し
、
個
展
と
出
版
を
重

ね
て
母
国
で
の
名
声
を
決
定
づ
け
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

「助
走
」
は
そ

の
前
年
、

一
九

二
八
年
に
は
す
で
に
始
ま

っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿

で
は
、
パ
リ
日
本
館

の
二
つ
の
壁
画

の
成

立
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
九
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
静
謐
な
裸
婦

表
現
か
ら

一
九
三
〇
年
代
以
降

の
群

像
表
現
に
移
行
し
て
い
く
こ
の
画
家

の
転

換
点
を
考
え
て
い
き
た
い
。

一
九

二

　　
　

九
年

の
重
要
性
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿

で
も
議
論
し
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の

後

に
関
わ

っ
た

フ
ラ
ソ
ス
の
二
つ
の
施
設
、
パ
リ
日
本
館
と
画
家
晩
年

の
住
居

で
あ

っ
た

メ
ゾ

ン

・
ア

ト

リ

エ

・
フ
ジ

タ
を

通

し

て
得

た
情

報

を

反

映

し

な

が

ら

、

再

考

す

る
。

一

パ
リ
国
際
大
学
都
市
内
日
本
館

の
壁
画
制
作
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

一
九

二
七
年

～

一
九

二
九
年

一
九
二
〇
年
代
末

の
藤
田
が
長
い
時
間
を
割

い
た
の
は
、

パ
リ
国
際
大
学
都

市
内
に
新
設
さ
れ
た
日
本
館

の
た
め
の
二
点

の
大
作
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は

な

い
。
最
終
的

に
そ
れ
ら

は

《欧
人
日
本

へ
到
来

の
図
》
(三
〇
〇
×
六
〇
〇

㎝
)
[図
1
]
と

《馬

の
図
》
(
二
三
五
×
四
六
二

㎝
)
[図
2
]
と
し

て
完
成
さ

れ
る
。

こ
の
二
点
は
、

一
九
三
〇
年
代
に
彼
が
日
本
で
制
作
す
る
こ
と
に
な
る

銀
座
ブ
ラ
ジ

ル
珈
琲
店
壁
画

(
一
九
三
四
)
と
秋
田

の
平
野
政
吉
邸
壁
画

(
一

九
三
七
)
と
な
ら
ぶ
、
藤
田
最
大
級

の
作
品
で
あ
る
。

こ
の
日
本
館
は
、
薩
摩
治
郎

八
の
寄
贈

に
よ
り
、
パ
リ
に
留
学
す
る
日
本
人

の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
学
生
寮

で
あ
る
。
そ
の
建
築

に
関
す
る
資
料

の
多
く
は
、

現
在
、
日
本
館
よ
り
む
し
ろ
東
京
の
外
交
史
料
館

に
所
蔵
さ
れ
て
お
り

(文
書

名

「在
外
日
本
学
生
会
館
関
係
雑
件

巴
里
薩
摩
会
館
関
係

(日
本
会
館
)
」)、
先

　
　
　

行

研

究

が

あ

る
。

「
国
際

大

学

都

市

冨

Ω

鼠

ぎ
8
H
蠧

口
o
昌
巴
①
二
三
く
Φ
『
ω
ヰ
巴
『
①

α
①

勺
穹

δ

(
O
Hd
℃
)
」

の
建

設

は

一
九

二
〇

年

代

半

ぼ

か

ら

、

長

ら

く

パ

リ

を

　
　
　

取
り
囲
ん
で
き
た
城
壁
が
解
体
さ
れ
た
跡
地
に
始
ま

っ
た
。
正
式
な
開
所
は

一

九
二
五
年
秋
と
な
る
が
、
そ
の
創
設
は
第

一
次
世
界
大
戦
終
了
後

の
国
際
融
和

路
線
の

一
環

で
あ

っ
た
。
大
学
都
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
理
念
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藤 田嗣 治の1920年 代末 の壁画表現

は

「
世
界
中
か
ら
く
る
学
生
間
の
交
流

の
促
進
」
と

「
よ
り
よ
い
条
件
で
学
生

た
ち
が
勉
強
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
宿
泊
施
設
を
提
供
」
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

現
段
階

で
は
い
つ
日
本
が
こ
の
大
学
都
市
構
想

へ
の
参
加
を
決
め
た
の
か
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
事
実
関
係
が
確
認
で
き

る
も

っ
と
も
早

い
公
文
書
は

一
九
二

　り
　

六
年
十
月
二
日
付

の
在
仏
河
合
代
理
公
使

に
よ
る
公
信
で
あ
り
、
公
式

に
薩
摩

治
兵
衛
、
治
郎
八
親
子
に
よ
っ
て
国
際
大

学
都
市
に
学
生
会
館

(寮
)
が
寄
贈

図1藤 田嗣治 《欧 人 日本へ到 来の図》、1929、 油彩、金箔 ・カ ソヴ ァス(パ ネル

貼 り)、300×600cm、 日本館蔵(パ リ国際大学都市 内)

さ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、

一
九
二
六
年
十
二
月
十
三
日
付

の

公
信

で
、
在
仏
日
本
大
使
は

「室
内
ノ
装
飾

ハ
之

レ
亦
薩
摩
氏
年
来

ノ
友
人
藤

　
け
　

田
嗣
治
画
伯

二
依
嘱

ノ
心
組
ナ
リ
」
と
伝
え
る
。
そ
し
て
、

一
九

二
七
年

二
月

九
日
に
は
、
薩
摩
治
郎
八
と
大
学
都
市
本
部
が

日
本
館
に
関
し
て
の
文
書

に
署

名
を
交
わ
し
て
い
る
。
そ
の
前
月
に
は
、
す

で
に
建
築
を
任
さ
れ
て
い
た
ピ

エ

ー
ル
・
サ
ル
ド

ゥ
ー
に
よ
り
、
最
初
の
設
計
図
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
外

観
は
近
世
初
期

の
城
壁
建
築
を
思
わ
せ
る
が
、
構
造
的

に
は
鉄
筋

コ
ン
ク

図2藤 田嗣治 《馬の図》、1929、 油彩、金箔 ・カン ヴァス(パ ネル貼 り)、

235×462cm、 日本館蔵(パ リ国際大学都 市内)

リ
ー
ト
造
り
で
内
装
も

モ
ダ
ン
な
も

の
で
あ

っ
た
。
こ
の
契
約

の
際
、
薩

摩
と
大
学
都
市
本
部

は
、
サ

ロ
ン
と
入
り
口
正
面
を
飾
る
二
点

の
制
作
を

　ね
　

藤
田
に
正
式

に
注
文
し
、
「
日
本
文
化
史
及
び
欧
州
文
明
東
漸
」
を
テ
ー

マ
に
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
。
薩
摩
は
画
家
に
三
十
万

フ
ラ
ソ
と
い
う

画
料
を
提
示
し
た
が
、
そ
れ
は
建
築
費
全
体

の
約
十
%
を
占
め
る
も

の
で

あ

っ
た
と
い
う
。

す
で
に
冒
頭
で
指
摘
し
た
と
お
り
、

一
九

二
七
年
の
夏
以
降
、
藤
田
は

パ
リ
の
サ

ロ
ン
に
出
品
し
な
く
な
る
が
、
こ
の
時
期
は
日
本
館
の
制
作
委

託
を
受
け
た
時
期
と
重
な

っ
て
い
る
。

一
九

二
七
年

五
月

二
七
日
の
外
交

文
書
で
は
、
藤
田
が
日
本
館

の
た
め
の
準
備

(デ

ッ
サ
ン
)
に
着
手
し
た

　
お
　

こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、

パ
リ
で
石
黒
敬
七
を
中
心
に
刊
行
さ

れ
て
い
た
日
本
語
新
聞

『巴
里
週
報
』
も
ま
た
、

一
九
二
七
年
後
半
に
藤

　
ね
　

田
を
訪
れ
た
美
術
家
た
ち
の
同
様

の
証
言
を
伝
え
る
。
だ
が
、

一
九
二
七

年
か
ら
す
で
に
準
備
に
入

っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ

っ
て
も
、
実
際
に
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作
品
が
完
成
し
た
の
は

一
九

二
九
年
四
月

で
あ
る
。
パ
リ
の
ル
ネ
サ
ソ
ス
画
廊

で
開
催
さ
れ
た
仏
蘭
西
日
本
美
術
家
協
会
展

に
、
藤
田
は

《
パ
リ
大
学
都
市
内

　あ
　

薩
摩
財
団
に
よ
る
学
生
会
館

の
た
め
の
パ
ネ
ル
三
点
》
を
出
品
し
て
い
る
が
、

こ
れ
こ
そ
が
の
ち
に
日
本
館

に
掲
げ
ら
れ
る

《
欧
人
日
本

へ
到
来

の
図
》
で
あ

る
。
そ
れ
で
は
、
画
家
は
こ
の
二
年
間
、

ほ
か
の
展
覧
会

に
ほ
と
ん
ど
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
作
品
に
専
念
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
な

の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
二
年
と
い
う
月
日
は
あ
ま
り
に
長
い
。
こ
の
間
に
、
藤
田

と
薩
摩
の
あ

い
だ
に
ひ
と
悶
着
が
あ
り
、

そ
れ
も
完
成

に
時
間
を
要
し
た

一
因

　
め
　

と
い
う
。
両
者

に
は
、
日
本
館

の
作
品
の
た
め
の
習
作
デ

ッ
サ
ン
が
い
ず
れ
に

帰
属
す
る
か
と
い
う
議
論
が
、

一
九

二
七
年
末
か
ら
翌
年
初
頭
ま
で
持
ち
上
が

っ
て
い
た
。

一
九
二
八
年
五
月
の
外
交
文
書
で
は
、
同
年

一
月
画
家
が

い
っ
た

　
レ
　

ん
薩
摩
か
ら
の
注
文
を
辞
退
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最

終
的
に
は
両
者

は
和
解
し
、

一
九

二
九
年
春
ま
で
に
作
品

の
完
成
を
み
た
。

で
は
、
対
立
か
ら
作
品
完
成
ま
で
の

一
年
間
、

つ
ま
り

一
九
二
八
年
に
藤

田

は
最
終
的
な
完
成
作

に
か
か
り
き
り
だ

っ
た
の
か
、
そ
し
て
ふ
た
り
が
争

っ
た

作
品
習
作
は
最
終
的

に
ど
う
な

っ
た
の
か
が
以
後

の
わ
れ
わ
れ
の
議
論

の
核
心

と
な
る
。二

一
九

二
九
年
五
月

日
本
館

に
掲
げ
ら
れ
た
二
点

一
九
二
九
年
五
月
十
日
、
日
本
館
が
正
式

に
開
館
し

[図
3
凵
、
《欧
人
日
本

へ
到
来

の
図
》
[図
1
]
と

《
馬

の
図
》

[
図
2
」
も
同
時

に
披
露
さ
れ
た
。
前

者
は
す
で
に
四
月

に
ル
ネ
サ
ン
ス
画
廊
で
発
表
さ
れ
て
い
た
が
、
後
者

の

一
般

公
開
は
こ
の
日
が
初

め
て
で
あ

っ
た
。

い
ず
れ
も
壁

一
面
を
覆
う

「
壁
画
」
と

は
い
え
、

フ
レ
ス
コ
画
で
は
な
く
、
カ
ン
ヴ

ァ
ス
地

に
描

か
れ
木
枠

に
張
ら
れ

た
タ
ブ

ロ
ー
で
あ
る
。
な
お
、

サ
ロ
ン
に
は
藤

田
の

《欧
人
日
本

へ
到
来

の

図
》

に
加
え
、

ア
ン
リ

・
ナ
ヴ

ァ
ー
ル
に
よ
る
ガ
ラ
ス
装
飾
が
め
ぐ
ら
さ
れ

て

い
た

「図
4
上
凵。

日
本
文
化

に
関
わ
る
作
品
と
い
う
注
文
を
受
け
、
藤

田
は
す
で
に
進
行
し
て

い
た
日
本

の
城
閣
風

の
建
築
デ
ザ
イ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
、
近
世
初
期

の
金

碧
障
壁
画
、
な
か
で
も
同
時
代
の
風
俗
を
テ
ー

マ
に
し
た
も

の
を
参
照
し
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
こ
の
作
品
が
油
彩
画
な
が
ら
、
藤
田
作
品
の
な
か
で
も

と
り
わ
け
日
本
的
な
雰
囲
気
を
与
え
る
要
因
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
彼
は
パ
リ

で
日
本
美
術

に
関
し
て
何
度
も
調
べ
て
は
い
た
が
、
実
作
で
日
本
美
術

に
直
接

つ
な
が
る
モ
テ
ィ
ー
フ
を
描
く
こ
と
も
、
そ
し
て
、
そ
う
し
た
作
品
を
展
覧
会

や
画
廊
で
発
表
す
る
こ
と
も
な
か

っ
た
。
唯

一
の
例
外
は

一
九
二
六
年

の
サ
ロ

ソ

・
ド

ー
ト
ソ
ヌ
の
出
品
作

《
横
綱
栃
木
山

の
像
》
(絹
本
着
色
、
グ
ル
ノ
ー
ブ

ル
美
術
館
蔵
)
だ
が
、
こ
れ
は
当
時
、
パ
リ
を
訪
れ
て
い
た
元

・
相
撲
力
士
を

モ
デ

ル
に
描
い
た
特
殊
な
作
品
と
い
え
る
。

あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
評
論
家
が

『
パ
リ
日
仏
協
会
紀
要
』

に
発
表
し
た

《
欧
人

　　
　

日
本

へ
到
来

の
図
》

に
関
す
る
文
章
を
紹
介
し
た
い
。

ふ

ん

わ

り

と

し

た
灰

色

の
ビ

ロ
ー

ド

地

の

カ

ー

テ

ソ

に

か

こ

ま

れ

た
背
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藤 田嗣治の1920年 代末 の壁 画表 現

景
に
は
、
藤
田
の
大
画
面
が
あ
る
。
藤

田
嗣
治
と
い
う
画
家
を
選
ん
だ
こ

と
は
最
適
で
あ

る
。
東
京

の
美
術
学
校

の
日
本
画

コ
ー
ス
を
卒
業
し
た
彼

は
、
い
ま
も
日
本
の
芸
術
的
な
伝
統

を
う
ま
く
体
現
し
て
お
り
、
彼
は
そ

れ
を
彼
独
自

の
モ
ダ

ニ
ズ
ム
に
取
り
込
む
こ
と
を
心
得

て
い
る
。
こ
の
大

作
は
三

つ
の
画
面
か
ら
成
り
、
長
崎

の
島

に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
日

本
人

の
最
初

の
出
会

い
を
表
現
し
て

い
る
。
画
面
で
は
、
場
面
設
定
だ
け

で
な
く
、
裸
婦
と
い
う
寓
意
的
な
人
物
群
と
荷
運
び
労
働
者
の
よ
う
な
よ

り
現
実
的
な
人
物
群

に
よ

っ
て
、
二

つ
の
文
化
、
文
明
の
浸
透
を
象
徴
し

図3創 建 当初 の 日本館外観(◎CAP-Violet)

よ
う
と

い
う
こ
の
画
家

の
詩
的
な
想
像
力
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
彼

の
デ

ッ
サ
ン
は
つ
ね
に
正
確
で
、
緻
密

で
入
念
だ
が
、
本
作

の
色
調
は
こ

れ
ま
で
の
こ
の
画
家

の
使

い
方
と
は
少
し
違

っ
て
い
た
。
藤
田
は
金
箔
を

規
則
的
に
貼

っ
た
地
を
選
び
、
そ
れ
は
た
い

へ
ん
装
飾
的
な
効
果
を
挙
げ

て
い
る
。
そ
し
て
衣
装

の
強

い
青
や
赤
色
は
裸
体

の
明
る
い
肌
色
と
好
対

照
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
日
本
的
な
表
現

の
背
景
に
、
わ
れ
わ
れ
は
思
想

の
気
高
さ
を
感
じ
取
る
。
そ
れ
は
私
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
を
問
わ

ず
、
人
間
の
な
か
に
あ
る
永
遠
性
や
普
遍
性
を
秘
め
る
ピ

ュ
ヴ
ィ
・
ド

・

図4日 本館開館 当初 のサ ロン(◎Harlingue-Violet)

シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
絵
画
が
持

つ
気
高
さ
を
連
想
さ
せ

る
。
(中
略
)
こ
の
作
品
は
す

で
に
名
を
な
し
た
こ

の
日
本
人
画
家
の
制
作

の
中
で
も
、
第

一
級

の
出
来

ぽ
え
と
い
え
よ
う
。

《
馬

の
図

》

に

つ

い

て

は
、

玄
関
奥
は
、
藤

田
の
馬
と
犬
を
描

い
た
作
品
で
飾

ら
れ
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
で
は

馬
は
力
や
力
強
さ
を
象
徴
し
て
い
る
。
偉
大
な
画
家

で
あ
る
藤

田
嗣
治
は
、
金
地

の
背
景
に
白

い
馬
、
栗

毛

の
馬
を
動
き
を
こ
め
て
描

い
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に

彼

の
独
創
性
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
は
作
品
に
基
づ

い
た
精
緻
な
分
析
が
か
な
り
試

み
ら
れ
て
い
る
が
、

藤
田
を

「東
京

の
美
術
学
校
で
日
本
画
を
学
び
」
「
日
本

の
伝
統
芸
術
の
代
表

者
」
と
し
て
い
る
点
は
当
時

の
パ
リ
で
の
藤
田
観
を
考
え
る
上
で
興
味
深

い
。

実
際
、
藤
田
は
東
京
美
術
学
校

で
西
洋
画
を
学
ん
だ

の
ち
に
パ
リ
に
来
て
お
り
、

そ
の
主
た
る
技
術
は
油
彩
画
で
あ
る
。
こ

の
日
本
館

の
壁
画
も
、
モ
テ
ィ
ー
フ

と
金
箔
な
ど

の
利
用
に
よ
り
日
本
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
強

め
て
は
い
る
が
、
完
全

な
油
彩
画
で
あ

っ
た
。

こ
の
制
作
後
、
母
国

に
帰
国
し
た
際
、
藤
田
は

《
欧
人
日
本

へ
到
来

の
図
》

に
つ
い
て
、
以
下

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

幅
十
ニ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
の

一
面
に
西
洋
文
明
が
東
洋

へ

輸
入
さ
れ
る
と
い
う
画
題
で
、
長
崎

の
遠
景
を
描

い
た
。
金
箔
を
置

い
て

　
む
　

数
多

の
人
物
動
物
を
描
い
た
。

「幅
十
ニ
メ
ー
ト
ル
」
と
書

い
て
い
る
が
、
実
際
の
部
屋

の
幅
を
超
、兄
て
お
り
、

現
状

の
六

メ
ー
ト
ル
の
幅
が
妥
当
と
い
え

る
。
完
成
当
時

の
作
品
写
真
と
比
べ

て
も
、
作
品
が
縮
小
さ
れ
た
形
跡
は
な

い
。
画
面
は
三
分
割
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
年
記
と
サ
イ
ソ
が
あ

る
。
場
面
設
定

は
西
洋
か
ら
長
崎
・出
島

の
港

に
到
着

し
た

「欧
人
」
が
甲
板
上
で
積
荷
を
降
ろ
し
て
い
る
と
い
う
も

の
で
、
W
字
型

に
構
成
さ
れ
た
人
物
が
、
画
面
全
体

に
安
定
し
た
印
象
を
与
、兄
て
い
る
。
「
劇

場
的
」
と
も

い
う
べ
き
華
や
か
な
作
品
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
金

地

に
モ
テ
ィ
ー
フ
を
配
す
る
描
き
方
は
、
明
ら
か
に
彦
根
屏
風

の
よ
う
な
江
戸

時
代
初
期
の
風
俗
画
を
参
照
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
こ
で
は
人
物

の

輪
郭
線
が
藤
田
特
有
の
細

い
優
雅
な
線

で
描
か
れ
、
人
物
の
肌

の
色
は
性
別
や

人
種
に
よ

っ
て
細
か
く
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
大
半
は
白
人
で
あ
る
。

男
性
は
オ
ー
ク
ル
系

の
肌
色
で
、
陰
影
表
現
に
よ
り
筋
肉
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、

女
性
は

一
九
二
〇
年
代
後
半

の
藤
田
の
裸
婦
表
現
と
同
じ
く
白

い
肌
で
平
面
性

が
強
い
。

ア
フ
リ
カ
系

(左
パ
ネ
ル
上
方
)
や
イ
ン
ド
系

(右
パ
ネ
ル
下
方
)
の

女
性
も
描
か
れ
て
い
る
点
で
、
藤
田
の

「欧
人
」
観
を
う
か
が
わ
せ
て
興
味
深

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
画
面
に

一
切
日
本
人

(東
洋
系
)
が
登
場
し
な

い
。
な

お
、
日
本
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
出
会

い
と
い
う
テ
ー
マ
は
伝
統
的
な
日
本
美
術
に

は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。
近
世
初
期
に
描
か
れ
た

一
連

の
南
蛮

屏
風

[図
5
]
を
除
け
ば
、
日
本
絵
画
が
国
際
交
流

の
光
景
を
扱

っ
た
例
は
限

ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
十
九
世
紀
末
ま
で
日
本

で
は
裸
体
表
現
が
公

の
場
に
描

か
れ
た
り
、
展
示
さ
れ
る
こ
と
も
ま
れ
で
あ

っ
た
。
結
果
的
に
、
こ
の
作
品
は

日
本
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
「
異
種
混
交
」
性

の
高

い
も

の
と
な

っ
て
い
る
。

も
う

一
点

の

《
馬
の
図
》

に
つ
い
て
、
藤

田
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

更
に
他

の

一
面
に
は
駿
馬

の
群
を
数
頭
描

い
た
。
同
じ
大
幅
で
あ
り
、

静
と
動

の
二
群
に
分
け
て
こ
れ
も
亦
金
箔
地
と
し
、
藍

の
空
、
緑

の
地
と

　
　
　

し
て
玄
関
の
正
面

に
装
置
し
て
あ
る
。
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藤 田嗣治 の1920年 代末の壁画表現

こ
の
作
品
は
二
つ
の
パ
ネ

ル
か
ら
な
り
、
両
方

に

「嗣
治

国
o
昌

β

H
O竈
」

の
サ
イ

ン
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
か
ら

二
枚

の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
描
か
れ
、
後

年

の
修
復
に
際
し
て
パ
ネ
ル
仕
立
て
に
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
左
画
面
に
は

躍
動
す
る
白
と
茶
色

の
二
頭
の
馬
と
二
匹

の
犬
、
右
画
面
に
は
静
か
に
立
ち
す

く
む
三
頭

の
茶
色
の
馬
と
二
匹
の
犬
が
描

か
れ
て
い
る
。
細

い
黒
い
輪
郭
線

で

対
象
を
描
き
取

っ
て
い
く
ス
タ
イ
ル
は

《
欧
人
日
本

へ
到
来

の
図
》
と
同
様
だ

が
、
サ
イ
ズ
で
も
主
題
、
設
置
場
所

の
う
え
で
も
必
ず

し
も

二
点
は
対
作
品
と

図5狩 野 内膳 《南蛮屏 風》、16世 紀末、紙本着 色 ・金箔(屏 風)

154.5×3632cm、 神戸市立博物館蔵(兵 庫)

し
て
意
識
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
図
像
は
武
家
風
俗
図

の
系
統

の
厩
図

「図
6
]
や
放
牧
図
の
伝
統
を
引
く
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
馬
と
犬

だ
け
を
描

い
た
前
例
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
藤
田
は
特
定

の
作
品
を
写
し
た
の

で
は
な
く
、
複
数

の
イ
メ
ー
ジ

・
ソ
ー
ス
か
ら
こ
の
画
面
を
く
み
上
げ
た
と
考

え
る
。
「厩
図
」
だ
け
で
な
く
、
空
と
地
面
を

「
す
や
り
霞
」
で
表
現
す
る
手

法

は
中
世

の
絵
巻
物
を
想
起
さ
せ
る
。

パ
リ
の
ギ
メ
美
術
館
は
、
十
七
世
紀
前

半

に
制
作
さ
れ
た
良
質

の
南
蛮
屏
風
と
十
九
世
紀

の
狩
野
派

に
よ
る
馬

の
画
稿

図6《 厩 図屏風》(部 分)、16世 紀、紙本着色 ・金箔(屏 風)、

1496×353.9cm、 東京国立博物館(東 京)

を
所
蔵
し
て
い
る
。
二
点
と
も
そ

の
創
設
者

エ
ミ
ー
ル

・
ギ

メ
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、

一
九

二
〇

年
代

の
パ
リ
で
、
日
本
館

の
た
め

の
作
品
を
構
想
中

の
藤
田
が
こ
れ

ら
を
眼
に
し
た
可
能
性
は
十
分

に

あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に

こ
の

『
パ
リ
日
仏
協
会
紀
要
』

の

記
事
以
外
、
当
時
、
日
本
館

の
作

品
に
つ
い
て
触
れ
た

フ
ラ
ソ
ス
語

の
記
事
を
み
か
け
る
こ
と
が
な
い
。

確
か
に
、
作
品
自
体
は
基
本
的

に

日
本
館

に
あ

っ
た
も

の
の
長
ら
く
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一
般

公

開

さ

れ

る

こ
と

が

な

く

、

フ
ラ

ン

ス
人

の
あ

い
だ

に
も

あ

ま

り

知

ら

れ

る

こ

と

は

な

か

っ
た

。

一
九

八
七

年

に

シ

ル
ヴ

ィ
ー

・
ビ

ュ
イ

ッ
ソ

ン
氏

と

ド

ミ

ニ
ク

・
ビ

ュ
イ

ッ

ソ

ン
氏

が

刊

行

し

た

藤

田
作

品
集

で
も

、

こ

の
作

品

に

つ

　
れ
　

い
て
は
短
く
触
れ
ら
れ
る
だ
け
で
、
図
版

も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
日

本

で
は
画
家
自
身
が
こ
の
作
品
に
つ
い
て
美
術
雑
誌
な
ど
で
た
び
た
び
語
り
、

ま
た
展
覧
会
で
そ
の
素
描
類
を
展
示
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
注
文
主
と
い

う
べ
き
薩
摩
治
郎

八
も
こ
の
二
点
の
作
品
を
藤
田
作
品
の
な
か
で
も

っ
と
も
重

　
カ
　

要
な
作
品
と
位
置
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

三

日
本
館
壁
画
完
成
前
後

一
九

二
九
年
前
半

、
パ
リ
に
て

こ
の

一
九

二
九
年

の
パ
リ
で
、
藤
田
は

い
ま

一
つ
室
内
装
飾
画
を
手
が
け
て

い
る
。
そ
れ
は
、
連
合
国
退
役
軍
人
ク
ラ
ブ

(O
奠
皀
Φ

号

一d
三
8

葺

Φ同寧

頴
①)
の
た
め
の
も

の
で
、
そ
の
代
表
で
あ

る

マ
ル
ク

・
ド

・
ボ
ー
モ
ン
の
依

頼

に
よ
っ
て
い
た
。
こ
の
建
物
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
で
の
戦
勝
国
が
親
睦

の

た
め
、

一
九

一
〇
年
代
末

に
パ
リ
中
心
部

の
フ
ォ
ブ

ー
ル
・
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
通

り
に
つ
く

っ
た
施
設
で
あ

っ
た
。
藤
田
は

チ

ェ
ス
を
す
る

「遊
戯
室
」

の
た
め

に
金
地
に
よ
る
油
彩
画

(カ
ン
ヴ
ァ
ス
・
油
彩
)
を
描

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

作
品
は
長
ら
く
研
究
者

の
あ
い
だ
で
も
そ

の
現
物
が

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と

が
な
か

っ
た
。

現
存
す
る
二
点

の
作
品
は
、
日
本

の
伝
統
的
な
障
壁
画

の
よ
う
に
花
や
鳥

の

モ
テ
ィ
ー

フ
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

一
九
三
六
年

に
藤
田
は
こ
の
作
品
に
つ
い
て

以
下
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

(私
は
)
会
長
ボ
ー
モ
ン
伯

の
依
頼

で
七
枚
金
箔
地
の
大
壁
画
各
二
間

に

　お
　

一
間
を
描

い
た
。
陸
鳥
と
水
鳥
と
丘
の
花
と
水
に
咲
く
花

々
を
描

い
た
。

画
家
は

「
七
枚
」
と
い
う
が
、
遊
戯
室

の
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
る
と
も
と
も
と

二
点
だ

っ
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
る

(現
在
、
う
ち

一
点
は
別
の
部
屋
に
設

置
)。
今
日
、
こ
の
施
設

は
会
員
制

の
ク
ラ
ブ
に
な

っ
て
い
る
が
、
作
品

の
保

存
状
態
は
日
本
館
の
作
品
に
比
べ
る
と
良
好
で
あ
る
。
サ
イ
ズ
は
両
者
と
も

に

全
体
で

一
四
五
×
六
五
〇

㎝
で
、
そ
れ
ぞ
れ
四
枚

の
画
面
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。

各
パ
ネ

ル
の
横
幅
は
不
統

一
で
、
作
家

の
サ
イ
ソ
が
各

一
番
右

の
パ
ネ
ル
に
の

み

「嗣
治

聞
o
ε
淳
鋤
H
㊤N
り」
と
あ
る
点
も
考
慮
す
る
と
、
当
初
、
作
家
は
そ
れ

ぞ
れ
を

一
枚

の
カ
ソ
ヴ
ァ
ス
に
描
き
、
そ
の
後
何
ら
か
の
理
由

で
分
割
さ
れ
た

可
能
性
が
高

い

(修
復
関
係
の
資
料
が
残

っ
て
い
な
い
)。

二
点
は
明
ら
か
に
対
作
品
で
あ
る
。

一
方
を
こ
こ
で
は
便
宜
的
に

《陸
鳥
》

[図
7
]
と
呼
ぶ
が
、
鶏
、
雉
、
鶉
な
ど
が
菊
、
芥
子
、
百
合
な
ど
と
と
も

に

暖
色
傾
向

で
描
か
れ
、
そ
こ
で
は
藤
田
得
意

の
猫
が
鳥
た
ち
を
狙

っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
《
水
鳥
》
で
は
水
辺

に
集
う
鴨
や
鵞
鳥
が
寒
色

で
描
か
れ
て
い

る
。
画
面
全
体
に
は
金
箔
が
お
か
れ
、
そ

の
中
央
を
藍
色

の

「水
流
」
が
わ
た

る
。
そ
れ
は
日
本
館

の

《
馬
の
図
》

の
画
面
上
下
に
描
か
れ
た

「す
や
り
霞
」

に
通
じ
る
色
調
と

フ
ラ
ヅ
ト
な
厚
塗
り
で
あ
る
。

こ
の

「
水
辺
」

の
部
分
を
除
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藤 田嗣治の1920年 代末の壁画表現

け
ぽ
、
花
鳥

の
表
現
は
伸
び
や
か
で
や
わ

ら
か
な
筆
つ
か
い
で
、
淡
彩
と
い
え

る
。
間
近

に
観
察
す
る
と
、
金
箔

の
う
え

に
花
鳥
が
描
か
れ
て
お
り
、
淡
彩
の

下
か
ら
金
箔
が
光

っ
て
い
る
。
と
く
に
草
花

の
表
現
は
、
琳
派
の
よ
う
に
輪
郭

線
だ
け
を
や
わ
ら
か
に
付
し
て
、
色
彩
を

ほ
と
ん
ど
施
さ
ず
、
地
の
金
色
を
生

か
す
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
遊
戯
室

に
ふ
さ
わ
し
い
、
寛

い
だ
雰
囲
気

の
装

飾
画
で
あ
る
。

こ
の
作
品

に
関
す
る
資
料
や
下
絵
類
は
、
当

の
会
館
で
も

い
ま
の
と
こ
ろ
確

図7藤 田嗣 治 《陸 鳥 》、1929、 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス、145×650cm、 連 合 国退 役

軍 人 ク ラ ブ(パ リ)(1980年 代 に シル ヴ ィ ー ・ビ ュ イ ッソ ン氏 撮 影)

認
で
き
ず
、
画
料
な
ど
に
関
す
る
契
約
書
類
も

一
切
残

っ
て
い
な

い
。
会
長
ボ

ー
モ
ン
伯

は
そ

の
前
か
ら
藤
田
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
、
会
長
自
ら

が
第

一
次
大
戦
の

「連
合
国
」

の

一
員
で
も
あ

っ
た
日
本
出
身

の
画
家

に
日
本

風
に
描
く
よ
う
に
注
文
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
お
そ
ら
く
、
画
家
は

な
に
か
特
定

の
既
存

の
障
壁
画
を

コ
ピ
ー
し
た
の
で
は
な
く
、
い
く

つ
か
の
作

品
を
発
想
源

に
画
面
を
構
成
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
。
完
成
作
を
見
る
限
り
、

か
な
り
短
時
間
で
描
か
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
下
絵
類
が
見

つ
か

っ
て
い
な
い

こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
入
念

に
準
備
を
重

図8藤i田 嗣治 《坐 る女》、1929、 油彩 、金箔 ・カソヴァス、

110×125cm、 国立西洋美術館蔵(東 京)

ね
た

《
欧
人
日
本

へ
到
来

の
図
》
と
は
対

照
的

に
、
下
絵
を
ほ
と
ん
ど
準
備
す
る
こ

と
な
く
、
直
接

カ
ン
ヴ

ァ
ス
に
描
い
て
い

っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
藤

田
が
制
作

し
て
い
た
こ
と
が
確
か
な
作
品
の
ひ
と
つ

に
、
国
立
西
洋
美
術
館
が
所
蔵
す
る
タ
ブ

ロ
ー

《
坐
る
女
》
(
一
一
〇
×

一
二
五

㎝
)

[図
8
]
が
あ
る
。
画
面
上

に
は

「H
⑩卜。
⑩」

と
い
う
年
記
し
か
な
い
が
、
画
面
裏
面
の

木
枠
に

コ
邑

一Φ二

露
㊤」
と

の
作
家
自
筆

に
よ
る
書
き
込
み
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ

の
作
品

の
完
成
は

一
九

二
九
年
七
月

で
あ
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る
。
ト
ッ
プ

・
モ
ー
ド

の
ド
レ
ス
を
着
た
女
性
が
寝
台
に
座
り
、
そ

の
背
景

に

は
日
本
風

の
金
屏
風
が
描

か
れ
て
い
る
、

藤
田
が
こ
の

《坐
る
女
》

の
背
景

に
利
用
し
た
金
地
は
、
日
本
美
術
と
ア
ー

ル

・
デ

コ
の
融
合
を
思
わ
せ
る
。
画
家
は
す
で
に

一
九
二
〇
年
代
初
頭

に
乳
白

色
の
下
地
の
上
に
細

い
輪
郭
線
で
描
き
起

こ
し
て
い
く

ス
タ
イ

ル
を
確
立
し
、

こ
の
背
景

の
下
地
を
埋
め
る
た
め
に
布
地

(ジ

ュ
イ
布
な
ど
)
を
描
き

こ
ん
だ

り
、
金
属
箔
を
貼
り
込
ん
だ
り
し
て
い
た
。
《
エ
ミ
リ
ー

・
ク
レ
ー
ソ
ーー
シ
ャ

ド
ボ

ー
ヌ
の
肖
像
》
(
一
九
二
二
、
シ
カ
ゴ

・
ア
ー
ト
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ

ユ
ー
ト

蔵
)
の
背
景
に
は
銀
箔
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
銀
箔
の
使
用
例
は
こ
の

一
点

の

み
で
あ
る
。
銀
は
酸
化
さ
れ
て
黒
変
し
や
す
い
こ
と
も
あ

っ
て
か
、
そ
の
後

の

彼
は
も

っ
ぱ
ら
金
箔
を
愛
用
す
る
。

一
九

二
〇
年
代
末

に
は
宗
教
画
や
肖
像
画

に
金
箔
を
頻
繁

に
用
い
、
日
本
館
や
退
役

軍
人
ク
ラ
ブ

の
前
に
す

で
に
金
箔

の

扱

い
に
は
相
当
慣
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
職
人
に
任
せ
る
こ
と
な
く
自
分
で
扱

い
、
箔
足

の
す
き
間
や
垂
直
水
平

の
乱
れ
を
か
え

っ
て
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で

あ
る
。

《
坐
る
女
》
は
、
日
本
館
と
退
役
軍
人
ク
ラ
ブ

の
壁
画
の
二
つ
の
要
素
を
兼
ね

備
え
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
人
物

の
部
分
で
は
下
地
が
分
厚
く
塗

ら
れ
た
上

に
面
相
筆
に
よ
る
細

い
線

で
慎
重
に
描
か
れ
て
、
る
が
、
背
景

の
つ

が
い
の
雉
や
花
木
は
柔
ら
か
な
描
線

に
淡
彩
で
、
線
や
色
面

の
下
か
ら
金
色
が

透
け
て
見
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
共
通
点
が
、

い
ず
れ
も
制
作
時
期
が

一
九
二

九
年

の
前
半
と
い
う
こ
の
三
点

に
み
ら
れ
る
の
も
不
思
議

で
は
な

い
。
《水
鳥
》

と

《陸
鳥
》

の
制
作
時
期
は
、
日
本
館

の
作
品

の
完
成
直
後
、

一
九
二
九
年

の

夏
前
、
《坐
る
女
》
と
ほ
ぼ
同
時
進
行
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
後
述
す
る
と

お
り
、
藤
田
は
同
年
九
月
以
降
、
翌
年
初
め
ま
で
日
本
に

一
時
帰
国
す
る
こ
と

か
ら
、

一
九
二
九
年

の
パ
リ
で
の
制
作
は

一
月
か
ら
八
丹
末
ま
で
に
限
定

し
う

る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
旺
盛
な
創
作
活
動

に
加
え
、
こ
の
時
期

の
藤
田
は
パ
リ
で
開
か
れ

　
　
　

た

「
日
本
美
術
展

現
代

の
古
典
派
」
展

の
運
営
に
関
わ

っ
て
い
る
。
こ
の

展
覧
会

は
ジ

ュ
・
ド

・
ポ
ー
ム
を
会
場
に

一
九
二
九
年
六
月

一
日
か
ら
七
月
十

五
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
彼

は
展
覧
会

の
事
務
局
に
参
画
す
る
と
同
時

に
、

《
争
闘
》
と

《
動
物
》

の
二
点
を
出
品
し
て
い
る

(後
述
)。
ほ
か
に
六
月
十
四

日
か
ら
七
月
十
三
日
ま
で
素
描
二
点
と
油
彩
画
三
点
が
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
で
の
日

　あ
　

本
人
美
術
家

サ
ロ
ソ
展
に
、
そ
し
て
十
月
十
三
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
素
描

一

　が
　

点
が
同
サ
ロ
ソ
の
パ
リ
展

で
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、

い

ず
れ
も
が
人
物
表
現
だ

っ
た
こ
と
で
あ

る
。

四

母
国

へ
の

一
時
帰
国

一
九

二
九
年

九
月
～

一
九

三
〇
年

一
月

こ

う

し

た

一
九

二
〇
年

代

後

半

に
、

藤

田
が

生

活

を

と

も

に

し

て

い
た

の

は

三
番

目

の
妻

ユ
キ

(
本
名

"
リ

ュ
シ
ー

・
バ

ド

ゥ
ー
)

で

あ

っ
た
。

モ
デ

ル

で
も

あ

っ
た

彼

女

と

一
九

二

三
年

夏

に
知

り

合

っ
た

藤

田

は
、

パ

リ

で

の

「
糟

糠

の

妻

」

と

い
う

べ
き

フ

ェ

ル
ナ

ソ
ド

・
バ

レ
ー

と

別

れ

、

一
九

二

四
年

夏

に

ユ
キ
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と
結
婚
す
る
。

ユ
キ
は
の
ち
に
詩
人

ロ
ベ

ー
ル

・
デ

ス
ノ
ス
と
結
ぼ
れ
た
た
め
、

彼
女

の
所
有
し
て
い
た
書
簡
類
が
多
数
パ
リ
の
ジ

ャ
ッ
ク

・
ド
ゥ
ー
セ
文
学
図

書
館

の
デ
ス
ノ
ス
文
書

に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、

一
九
二
四
年
ご
ろ

か
ら
藤
田
の
収
入
が
急
増
す
る

一
方

で
高
級
住
宅
の
賃
貸
や
自
家
用
車

の
維
持
、

ヴ

ァ
カ
ソ
ス
な
ど
で
支
出
も
増
加
し
、
文
面
は

つ
ね
に
金
策

の
た
め
に
注
文
画

の
制
作
に
追
わ
れ
る
画
家
の
姿
を
伝
え
て

い
る
。
そ
し
て
、

一
九
二
八
年
、
パ

リ
市
の
税
収
係
が
藤
田
に

一
九

二
五
年
以
来

の
納
税
未
納
分
を

一
気
に
請
求
し

て
く
る
。
そ
の
金
額
は
八
十
万

フ
ラ
ン
に

の
ぼ
り
、
彼
は
そ
こ
か
ら
逃
れ
る
こ

と
が
で
き
ず
、
あ
る
種

の

「自
転
車
操
業
」
に
支
え
ら
れ
た
豊
か
な
生
活
が
破

綻

に
向
か
う
。
薩
摩
か
ら
日
本
館
壁
画
の
制
作
画
料
と
し
て
三
十
万

フ
ラ
ソ
を

受
け
取
る
こ
と
は
決
ま

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
請
求
金
額

の
半
分
に
も
満
た
な

図9藤;田 嗣治画集、1929年 刊行

か

っ
た
。
彼
が
薩
摩
と
壁
画
に
関
す
る
素
描
類
の
所
有
権
を
争

っ
た
理
由
は
こ

の
あ
た
り
に
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

ユ
キ
は

「彼

「藤
田
]
は
税
金
を
支
払
う
こ

　れ
　

と
が
で
き
る
よ
う

に
、
東
京
で
大
展
覧
会
を
や
る
こ
と
を
決
心
し
た
」
と
回
想

し
て
い
る
。

一
九
二
九
年
九
月

に
藤
田
は

ユ
キ
を

つ
れ
て
母
国
に

一
時
帰
国
を
果
た
す
。

一
九

=
二
年
夏

の
パ
リ
渡
航
以
来
、
初

の
帰
国
で
、
家
族
と
の
面
会
が
主
目
的

で
あ

っ
た
が
、
母
国
で
は
じ
め
て
の
個
展
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
て
い
た
。

一
九
三
〇
年

一
月
に
パ
リ
に
向
か

っ
て
日
本
を
離
れ
る
ま
で
の
約
三
ヶ
月
間
、

画
家
は
少
な
く
と
も

二
つ
の
大
規
模
な
個
展
を
開
き
、
二
冊
の
書
籍
を
刊
行
す

　　
　

る
。

一
冊

は

画

集

、

も

う

一
冊

は

パ

リ

で

の
日
常

生

活

を

ま

と

め

た

エ

ッ
セ

イ

　
　
　

集

で
あ

っ
た
。

最
初

の
展
覧
会
は
、
十
月

一
日
か
ら
十
日
ま
で
、

一
九

二
七
年
に
新
築
さ
れ

た
ば
か
り
の
東
京
朝
日
新
聞
社

の
社
屋
内

の

「東
京
朝
日
展
覧
会
場
」

で
行
わ

　
　
　

れ
、
油
彩
画
と
素
描
あ
わ
せ
て
五
十
三
点
と
版
画
二
十
点
が
出
品
さ
れ
た
。
第

二
は
、
十
月
十
七
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
日
本
橋

の
百
貨
店

・
三
越
で
開
か
れ
、

四
十
数
点

の
素
描
が
展
示
さ
れ
た
。
最
初
の
展
覧
会

は
よ
り
格

の
高

い
展
示
会

場
で
あ
り
、
画
家
の
近
作
が
発
表
さ
れ
、
第

二
の
展
覧
会
は
デ
パ
ー
ト
の
特
設

会
場
で
、
む
し
ろ
販
売
を
目
的
と
し
て
い
た
。

い
ず
れ
の
展
覧
会
も
出
品
目
録

を
出
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に

『藤

田
嗣
治
画
集
』

[図
9
凵
が
約
八
十
点

の
作

品
図
版
と
作
家
論
二
本
と
画
家
自
身
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
を
掲
載
し
た
。
こ
の
画

集

の
掲
載
図
版

の
選
択
は
、

は
な
は
だ
暗
示
的
と
い
え
る
。

一
九

一
〇
年
代
末
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か
ら

一
九

二
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
典
型
作
約

二
十
点
の
う
ち
、
い
く

つ
か
は
す

で
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
美
術
館
や
個
人

コ
レ
ク
タ
ー
の
所
蔵
と
な

っ
て
い
た
。
そ

し
て
そ
れ
ら
以
外
は
近
作

で
、
大
半
が
東
京
で
の
二
つ
の
展
覧
会

へ
の
出
品
作

で
あ
る
。
そ
の
大
半
を
裸
体
デ

ッ
サ
ン
が
占
め
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
を
、

直
前
に
藤
田
が
薩
摩
と
そ
の
所
有
権
を
争

っ
た
日
本
館

の
注
文
画

の
下
絵
類
と

す
ぐ
判
断
し
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の

一
九
二
九
年

に
朝
日
新
聞
社
が
刊
行
し
た

『藤
田
嗣
治
画
集
』
は
日
本

で
行
わ
れ
た
展
覧
会

の
カ
タ
ロ
グ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ま
で
の
作
品
選
と

い
え
る
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
非
常

に
重
要
な
作
品
を
複
数
掲
載
し
て

い
る
。
《構
図

(
一
)
》
[図
10
-
1
]
と

《
構
図

(
二
)
》
[図
10
-
11
凵
(
一
九
二

八
)
(
カ
ラ
ー
)、
《
構

図

(
一
)
(前

掲

図

未

成
)
》
[図

11
-
1
]
と

《
構

図

(
二
)
(前

掲

図
未

成
)
》
[図

11
-
H
]
(
一
九

二
八
)
(
モ
ノ
ク

ロ
)、
《争

闘

(
一
)》

[図

12
-
1
]
と

《
争
闘

(
二
)
》

[図

12
-
H
凵
(
一
九
二
八
)
(
モ
ノ
ク

ロ
)
、
そ
し
て
パ
リ
日
本
館

の

《欧
人
日
本

へ
到
来

の
図

(薩
摩
氏
寄
贈
巴
里

日
本
学
生
会
館
壁
画
)》
(
モ
ノ
ク
ロ
)
で
あ

る
。
《
馬
の
図
》
の
図
版
は
な

い
。

な
ぜ
、
わ
ざ
わ
ざ

「前
掲
図
未
成
」
と
断

っ
て
ま
で

《構
図

(
一
)
(
二
)
》

の

未
完
成
段
階

の
図
版
を
掲
載
し
て
い
る
の
か
。
な
に
か
理
由
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

完
成
図
と
比
較
す
る
と
、
人
物
な
ど

の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る

が
、
反
対
に
背
景
が
ま

っ
た
く
手
付
か
ず

の
状
態
で
、
藤
田
が
こ
の
作
品
を
描

い
た
プ

ロ
セ
ス
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。

《争
闘

(
二
)
》
は

一
九

二
九
年
夏
に

パ
リ
で
開
催
さ
れ
た

「
日
本
美
術
展

現
代

の
古
典
派
」
展
に
出
品
さ
れ
て

　　
　

い
る
が
、
《争
闘

(
一
)》

は
出
品
歴
を
確
認

で
き
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ

の
画
集
は

一
九
二
〇
年
代
末
に
藤
田
が
手
が
け
た
人
物
群
像
五
点
、
七
図
版
を

掲
載
す
る
。
五
点
中
、
《欧
人
日
本

へ
到
来
の
図
》
だ
け
が
背
景

に
金
箔
が
あ

る
が
、
あ
と
の
四
点

に
は
全
く
見
ら
れ
な

い
。
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
画
集
は

作
品
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
い
っ
さ
い
触
れ
て
い
な
い
。
ほ
か
に
こ
の
画
集

に
掲
載

さ
れ
て
い
る
素
描
と
こ
の
五
点

の

「完
成
画
」
を
細
か
く
対
比
す
る
と
、
相
互

関
係
、
制
作
過
程
が
容
易
に
理
解

で
き
る
。
例
え
ば
ラ
イ
オ
ソ
を
描

い
た
ド

ロ

ー
イ
ン
グ

[図
13
」
と
何
か
を
持

つ
裸
婦
は

《
構
図

(
二
)
》
に
、
女
性

の
立

像
は

《
構
図

(
一
)》

に
つ
な
が
る
。
取

っ
組

み
合

い
を
す
る
三
人

の
男

の
素

描
は

《争
闘

(
二
)
》
に
登
場
す
る
。

こ
う
し
た
素
描
類
は
そ
の
場
で
完
売
し
、

今
日
い
く

つ
か
の
作
品
が
国
内

の
美
術
館

の
所
蔵
と
な

っ
て
い
る
。
北
九
州
市

立
美
術
館
が
持

つ

《
格
闘
技
》
[図
14
]
(
一
九
二
七
)
は
、

こ
の
画
集

に

《
二

人

の
男
闘
ふ
》

の
題
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
サ
イ
ズ
は
七
九

・
五
×

一

一
一
㎝
と
か
な
り
大
き

い
。
こ
の
ポ
ー
ズ
は

《争
闘

(
二
)
》

の
画
面
左
下
方

に
登
場
す
る
。
同
じ
く
素
描

の

《
レ
ス
リ

ン
グ
》
(
一
九

二
七
)
も

目
黒
区
美

術
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が

(
一
九
二
九
年
の
画
集
に
は
未
掲
載
)、
六
六
×

一

二
二

㎝
と
い
う
サ
イ
ズ
で
、
同
じ
く

《争
闘

(
二
)》

に
登
場
す
る
。
展
覧
会

目
録
に
よ
れ
ぽ
、
《構
図

(
一
)
》
と

《構
図

(
二
)
》

の
み
東
京
で
展
示
さ
れ
、

《
争
闘
》

二
点
は
出

て
い
な

い
。
《
構
図
》

の
み
が

一
九
二
九
年

の
画
集
に
カ
ラ

ー
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
当
時

の
カ
ラ
ー
写
真

の
印
刷
技
術
を
考
慮
す
る
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藤 田嗣治 の1920年 代末 の壁 画表現

図10-1 藤 田嗣治 《構 図(一)》 、1928

(『藤 田嗣治画集』1929よ り)

図10-II 藤 田嗣 治 《構図(二)》 、1928

(『藤 田嗣治画集』1929よ り)

図11-1 藤 田嗣 治 《構i図(一)(前 掲 図未成)》1928

(『藤 田嗣治画集』1929よ り)

図11-II 藤 田嗣治 《構 図(二)(前 掲 図未成)》1

(『藤i田嗣治画集 』1929よ り)

と
、
作
品
の
来
日
の
有
無
と
直
接
的

に
関
係
す

る
の
か
も
し
れ
な

い
。

藤
田
の
東
京
滞
在
中

に
は
、

い
く

つ
も

の
雑

誌
や
新
聞
が
彼
に
つ
い
て
の
記
事
を
掲
載
し
た

が
、
そ
の
大
半
が
彼

の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
や
半
生

に
注
目
す
る
ぼ
か
り
で
、
作
品
に
つ
い
て
の
言

及
が
少
な
い
。
そ
の
う
ち
朝
日
で
の
展
覧
会
に

関
し
、
《
構
図

(
二
)

ラ
イ
オ
ン
の
い
る
コ
ソ

ポ
ジ

シ
ョ
ソ
》
の
写
真
入
り
で
記
事
を
掲
載
し

た
も

の
が
あ
る
。
「制
作

の
大
部

は
デ

ッ
サ
ソ

で
、
中
央

の
二
点

の
努
力
の
説
明

に
、
充
分
整

　
　
　

頓
さ
れ

て
あ
り
ま
し
た
」
と
い
う
記
述
は
中
央

に
飾
ら
れ
た

「主
要
な
」

二
点
に
つ
い
て
正
確

な
サ
イ
ズ
を
伝
え
な
い
が
、
と
も
か
く
ほ
か
の

作
品
と
比

べ
て
圧
倒
的

に
大
き
か

っ
た
こ
と
は

わ
か
る
。
確

か
に
、
展
覧
会
目
録

で
も
、
こ
の

二
点
は
五
十

一
点

の
素
描
と
は
番
外

で
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
朝
日
会
場

で
の
展
覧
会

自
体
が
、
《
構
図
》

二
点

の
制
作
プ

ロ
セ
ス
を

見
せ
る
よ
う
な
展
示
に
な

っ
て
い
た
と
い
え
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
藤
田
は

一
九
二
七
年
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図12-1藤 田嗣治 《争闘(一)》1928

(『藤田嗣治画集』1929よ り)

図12-II 藤i田嗣治 《争闘(二)》1928

(『藤 田嗣治画集』1929よ り)

図13藤 田嗣治 《ライオ ン》、1927

(『藤 田嗣治 画集』1929よ り)

後
半
以
降
、
相
当
数

の
裸
体
デ

ッ
サ
ソ
を
こ

な
し
、
と
く
に
そ
れ
ま
で
彼
が
あ
ま
り
取
り

組
む
こ
と
の
な
か

っ
た
男
性
裸
体
デ

ッ
サ
ン

を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
作
例
が

一
堂

に
会
し
た
の
で
あ
る
。
奥
野
美
香
氏

の

研
究
に
よ
れ
ぽ
、
こ
う
し
た
デ

ッ
サ
ン
類
は

ミ
ケ
ラ
ン
ジ

ェ
ロ
の

《
最
後

の
審
判
》
を
参

　お
　

照
し
た
も
の
が
多

い
と
い
う
が
、
確
か
に
自

然
な
ポ
ー
ズ
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
人
体

の

あ
ら
ゆ
る
ポ
ー
ズ
、
筋
肉

の
動
き
を
描
こ
う
と
い
う
実
験
的
な
意
志
を
感
じ
さ

せ
る
。
こ
う
し
て
、
東
京
で
の
二
つ
の
展
覧
会
を
通
し
て
、
藤
田
は
母
国
の
観

客
に
自
ら
の
デ

ッ
サ
ン
カ
を
誇
示
し
た
。

一
九
二
〇
年
代
前
半
に
彼
が

《
我
が
画
室
》
な
ど
を
展
示
し
た
際
、
母
国
で

　　
　

の
評
価

は
日
本
画
の
模
倣
な
ど
と
決
し
て
高
く
な
か

っ
た
が
、
こ
の

一
九
二
九

年

の
展
示
は
、
母
国
に
藤
田
の
新
し
い
側
面
を
知
ら
せ
る
機
会
と
な

っ
た
の
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
国
内

の
美
術
館
が
所
蔵
す
る
藤
田
の

一
九

二
〇
年
代
末

の

素
描
類
に
は
、

一
九
二
九
年

の
画
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も

の
が
複
数
あ
る
。

例
え
ぽ
、
箱
根
彫
刻
の
森
美
術
館
が
所
蔵
す
る

《
三
人

の
男
》
[図
15
]
(
一
〇

五
×
八
五

㎝
)
と

《
三
人

の
女
》
(
一
二
六

・
五
×
七
八

㎝
)
は

二

九

二
八
」

と
い
う
年
記
を
持

つ
が
、
両
者
は

《
構
図
》
や

《争
闘
》
で
は
な
く
、
《
欧
人

26



藤 田嗣治 の1920年 代 末の壁画表現

日
本

へ
到
来

の
図
》

の
左

パ
ネ

ル
上
方

の
人
物

の
下
絵

に
明
ら
か
に
相
当
す
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
が

い
つ
ご
ろ
日
本
に
入

っ
た
か
は
今
後
調
査
を
要
す
る
。

こ
こ
ま
で

一
九
二
九
年

の
日
本
で
の
展
覧
会
と
出
版
活
動
を
分
析
す
る
こ
と

で
、
《欧
人
日
本

へ
到
来

の
図
》
と

の
類
似
点

の
目
立

つ
四
点

の
群
像
表
現

に

よ
る

コ
ソ
ポ
ジ

シ
ョ
ン

(《構
図

(
一
)》
、
《構
図

(
二
)》、
《争
闘

(
一
)》、
《争

闘

(二
)》)
と
そ
れ
に
関
す
る
素
描
類
が

一
九

二
八
年

に
制
作
さ
れ
て
い
た
こ

治 《格 闘技》1927、 鉛 筆 ・紙 、79.5×111cm、 北九 州市 立 美術 館 蔵図14

と
を
確
認
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
四
点
は
こ
の

一
九
二
九
年
以
降
長

ら
く
い
っ
さ
い
の
展
覧
会

に
も
出
版

に
も
登
場
す
る
こ
と
な
く
、
失
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年

に
そ

の
状
況
に
あ
ら
た
な

展
開
が
で
て
く
る
。

五

二
〇
〇
〇
年

日
本
館
と

メ
ゾ

ソ

・
ア
ト
リ

エ
・
フ
ジ

タ
の
接
点

二
〇
〇
〇
年
、
パ
リ
日
本
館
の

《
欧
人
日
本

へ
到
来
の
図
》
と

《
馬

の
図
》

は
日
仏

の
共
同
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
り
修
復
さ
れ
た
。
筆
者
は
こ
の
実
行
委
員

　あ
　

会

に
参
加
し
た
た
め
、
そ
の
内
容
を
手
短
に
紹
介
す
る
。

油
彩

の
画
材
に
墨
や
金
箔
、
膠
な
ど
を
併
用
す
る
藤
田
の
和
洋
混
合
と
も
い

図15藤 田嗣 治 《三人の男》、1928、 コンテ ・紙、

105×85cm、 彫刻 の森美術館(神 奈川)

う
べ
き
技
法
は

一
九

二
〇
年

代
の
パ
リ
で
高
い
評
価
を
受

け
た
が
、
そ
の
後
長
ら
く

フ

ラ
ン
ス
人
修
復
家
を
悩
ま
せ

て
き
た
。
な
か
で
も
日
本
館

の
作
品
は
大
画
面
で
、
か

つ

全
体
に
金
箔
が
貼
ら
れ
て
お

り
、
修
復
が
困
難
で
あ
る
こ

と
は
予
想
さ
れ
て
い
た
。
画

家
の
死
後
、
お
そ
ら
く

一
九
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七
〇
年
代

に

一
度
、

フ
ラ
ン
ス
の
修
復
家

に
よ

っ
て
修
復
さ
れ
て
い
る
が
、
詳

し
い
記
録
が
な
く
、
そ
の
際
、
画
面
の
安
定

の
た
め
に
パ
ネ
ル
貼
り
に
さ
れ
た

こ
と
で
、
独
特

の
風
合
い
を
失

っ
て
し
ま

っ
た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
こ

に
経
年
劣
化
も
加
わ
り
、
長
ら
く
当
初

の
色
彩

の
バ
ラ
ン
ス
や
風
合

い
な
ど
の

魅
力
を
失

っ
て
い
た
。
関
係
者
か
ら
の
憂
慮

の
声
を
受
け
て

一
九
九
八
年

二
月

に
両
絵
画
の
状
態
調
査
が
行
わ
れ
、
画
面
全
体

に
わ
た
る
亀
裂
の
発
生
、
部
分

的
な
浮
き
上
が
り
、
剥
落
、
画
面
の
汚
れ
、

ニ
ス
の
黄
変
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

特
に
入
口
正
面
奥
に
設
置
さ
れ
た

《
馬
の
図
》

の
劣
化
が
深
刻

で
あ

っ
た

(学

生
た
ち
の
出
入
り
の
ド
ア
が
近
く
始
終
震
動
が
か
か
る
こ
と
と
、
外
光
が
強
く
当
た

っ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
)。

こ
う
し
た
予
備
調
査

の
結
果
を
受
け
、

二
〇
〇
〇
年

一
月
に
修
復

の
た
め
の

実
行
委
員
会
が
高
階
秀
爾
氏
を
委
員
長
と

し
て
東
京
で
組
織
さ
れ
た
。
作
品
の

状
態
と
所
有
権
に
関
す
る
微
妙
な
状
況
に
鑑
み
、
現
地
パ
リ
で
の
修
復
が
最
初

に
決
め
ら
れ
、
か
つ
日
本
と

フ
ラ
ン
ス
の
修
復
家

の
共
同
作
業
と
す
る
こ
と
と

な
る
。
最
終
的
に
日
本
か
ら
藤
田
作
品
に
通
じ
た
総
勢
十

一
名

の
修
復
家

の
現

地
派
遣
を
決
め
、

フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
二
十
世
紀
絵
画
の
修
復
を
専
門
と
す
る

四
名
の
参
加
と
文
化
省
博
物
館
局
修
復
調
査

セ
ン
タ
ー
と
ル
ー
ヴ

ル
美
術
館
修

復
部
門
か
ら
の
機
材
提
供
や
分
析

に
つ
い
て
の
協
力
を
得
た
。
経
費
は
企
業
や

財
団
か
ら
、
そ
し
て

一
般
か
ら
の
寄
付
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。
「
在
外

日

本
美
術
」

の
修
復
支
援
は
近
年

い
っ
そ
う
盛
ん
で
あ
る
が
、
お
も
に
古
美
術
を

対
象
と
し
て
お
り
、
こ
こ
で
二
十
世
紀
の
創
作
が
対
象
と
な

っ
た
こ
と
は
画
期

的
と
い
え
る
。

実
際

の
作
業
は
、
日
本
館

の
サ
ロ
ン
を
臨
時

の
修
復

ア
ト
リ
エ
に
改
装
し
て

七
月
半
ぼ
か
ら
十
月
半
ぽ
ま
で
約
三
ヶ
月
間

に
わ
た
り
実
施
さ
れ
、
「美
し
く

老
い
さ
せ
る
」

の
方
針

の
下
に
過
度
の

ニ
ス
洗
浄
や
補
彩
は
行
わ
ず
、
画
面
洗

浄
や
剥
落
止
め
な
ど

こ
れ
以
上

の
劣
化
を
く
い
止
め
る
処
置
に
力
点
が
置

か
れ

た
。
限
ら
れ
た
時
間
と
予
算

の
な
か
で
、
完
成
当
初

の
裸
婦
の
白

い
肌

の
豊
か

　
　
　

な
輝
き
や
金
箔

の
効
果
を
十
分

に
回
復
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
修
復
後
、
ガ
ラ

ス
・
ヶ
ー
ス
や
ラ
イ
テ
ィ
ソ
グ
の
改
良
、
外
光

か
ら
の
遮
蔽
な
ど
絵
画
を
展
示

す
る
環
境
整
備
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。
修
復
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
二
〇
〇

五
年
九
月
の
段
階
で
も
作
品
は
良
好
な
状
態
を
保

っ
て
お
り
、
い
ま
や
フ
ラ
ソ

ス
や

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
恒
例
の
行
事
と
な

っ
た
九
月
半
ぽ

の

「
文
化
財

の
日
」

の

一
般
公
開

に
は
、
大
学
都
市

の

「華
」
と
し
て
数
多
く

の
観
客
を
集
め
て
い
る

と
い
う
。

一
方
、
く
し
く
も
こ
の
修
復
事
業

の
進
行
中

の
二
〇
〇
〇
年
九
月
に
、

パ
リ

郊
外

の
エ
ッ
ソ
ン
ヌ
県

は
県
内

の
小
村
ヴ

ィ
リ

エ
ーー
ル
凵
バ
ー
ク
ル
に
残

る
画

家
最
晩
年

の
家
を

「
メ
ゾ
ン

・
ア
ト
リ
エ
・
フ
ジ
タ
」
と
し
て

一
般
公
開
し
た

　
が
　

[図
16
]。
そ
こ
は
藤
田
が

一
九
六

一
年
の
秋
か
ら
そ
の
死
ま
で
暮
ら
し
た
場
所

で
あ
る
。
こ
の
建
物
は

一
九
九
〇
年
代
初
頭

に
藤

田
夫
人

に
よ

っ
て
地
元
の
エ

ッ
ソ
ン
ヌ
県
に
寄
贈
さ
れ
た
が
、
改
修
予
算

の
関
係
な
ど
か
ら
長
ら
く

一
般
に

は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。
十
八
世
紀

に
建
て
ら
れ
た
農
家
で
空
き
家
と
な

っ
て
い

た
も

の
を
藤
田
が
買

い
取
り
、
自
身

の
指
示

に
よ
り
内
部
が
改
装
さ
れ
た
。
藤
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田
の
死
か
ら
公
開
ま
で
三
十
年
以
上
の
歳
月
が
経
過
し
た
が
、
そ
の
内
部
は

一

九
六
〇
年
代

に
撮
影
さ
れ
た
写
真
に
基
づ

い
て
出
来
る
限
り
復
元
さ
れ
た
と
い

う
。

フ
ラ
ン
ス
北
部

の
都
市
ラ
ン
ス
に
あ

る
藤
田
が
最
晩
年

に
フ
レ
ス
コ
壁
画

を
描
い
た
礼
拝
堂
と
な
ら
び
、
こ
の
メ
ゾ

ン
は
藤
田
研
究
者
や
愛
好
者

の

「
巡

礼
先
」
と
し
て
徐

々
に
定
着

し
つ
つ
あ
る
。

メ
ゾ
ン
と
と
も

に
寄
贈
さ
れ
た
最

晩
年

の
画
家
が
実
際
に
使

っ
て
い
た
画
材
や
道
具
類

は
、
今
後

の
こ
の
作
家
研

究

の
た
め
の
情
報
の
宝
庫
と
い
え
る
。
現
在
、
筆
者

は
科
学
研
究
費
の
支
援
を

図16メ ゾ ン ・ア ト リエ ・フ ジ タ(外 観)、 ヴ ィ リエ=ル=バ ー ク ル(エ ッ ソ ン

ヌ県)

受

け

て

、

メ
ゾ

ン

の

ス

タ

ッ

フ
、

二
〇

〇

〇

年

の

日
本

館

修

復

チ

ー

ム

の
有

志

　　
　

と
と
も
に
そ
れ
ら

の
リ
ス
ト
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
作
業
は
直
接
的
に

は
画
家

の
没
後
約
四
十
年
を
経
て
、
確
実
に
劣
化
し

つ
つ
あ
る
も

の
の
保
存

・

管
理
の
た
め
で
あ
り
、
ま
た
日
本
関
係
の
物
品
の
翻
訳
や
用
途
説
明
を
目
的
と

し
て
い
る
。

こ
れ
が
基
礎
と
な

っ
て
、
将
来
は
画
材
類
と
作
品
類
の
相
関
関
係

の
分
析

へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
に
日
本
館

の
修
復
家
チ
ー
ム
が

メ
ゾ
ン
・
ア
ト

リ

エ
・
フ
ジ
タ
を
訪
れ
た
際
、
エ
ッ
ソ
ン
ヌ
県
が
た
い
へ
ん
大
き
な
藤
田
作
品
五

点
を
所
有
し
て
い
る
も

の
の
、
い
ず
れ
も
相
当
状
態
が
悪
く
、修
復
を
必
要
と
し

て
い
る
旨
を
関
係
者
か
ら
告
げ
ら
れ
た
。
制
作
当
時

の
妻
で
あ

っ
た

ユ
キ
が
長

ち

く
所
有
し
、
の
ち
に
君
代
夫
人
に
戻
さ
れ
、
最
終
的
に

エ
ッ
ソ
ソ
ヌ
県
に
寄

贈
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
長
期
間
に
わ
た
り
木
枠
か
ら
外
し
て
カ
ソ

ヴ
ァ
ス
を
巻

い
た
状
態
で
屋
根
裏
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
、
絵
画
層
全
体
に
亀

裂
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ら
が
日
本
館
で
修
復
中
の
作
品

と
直
結
す
る
作
品
で
あ
る
こ
と
を
す
ぐ
察
知
し
た
。
そ
の
後
、
別

の
場
所
に
あ

る
倉
庫

で
そ
れ
ら
を
実
際

に
見

る
機
会
を
得
た
が
、
驚

い
た
こ
と
に

一
九
二
九

年

の
東
京
で
の
個
展
の
際
に
展
示
さ
れ
、
以
降
行
方
不
明
と
な

っ
て
い
た

《構

図

(
一
)》
《構
図

(
二
)
》
で
あ

っ
た
。
そ

の
サ
イ
ズ
は
各
三
〇
〇
×
三
〇
〇

㎝
と
い
う
。
あ
と
の
二
点
は
よ
り
損
傷
が
大
き
く
、
白

い
下
地
層

の
剥
落
が
目

立

っ
た
が
、
サ
イ
ズ
は
同
じ
で

《争
闘

(
一
)》
《争
闘

(
二
)
》
に
相
当

し
、

あ
と

一
点
、
よ
り
小
さ
い
横
長

で
未
完
成
と
思
わ
れ
る
カ
ン
ヴ

ァ
ス
が
見

つ
か

29



っ
た
。

ラ
イ
オ
ン
と
馬
が

一
頭
ず

つ
描
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
五
作
品
と
も

い

ず
れ
も
、
藤
田
独
特
の
白

い
下
地
に
描
か
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
制
作
後
、
ま

っ
た
く
の
修
復
も
受
け
て
お
ら
ず
、
作
家

の
制
作

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
雰
囲
気
を

伝
え
て
い
る
点

で
重
要
な
作
品
と
い
え
る
。
人
体
部
分
に
薄
く

ニ
ス
が
か
か

っ

て
い
る
も

の
の
、
白
い
地

の
部
分
は
ま

っ
た
く
生

の
ま
ま
で
、

一
見
し
て
油
彩

画
と
は
思
え
な
い
、

フ
レ
ス
コ
風
と
も
日
本
画
風
と
も
い
う
べ
き
印
象
で
あ
る
。

一
九
二
九
年

の
パ
リ
で
の

「
日
本
美
術
展
」
に
油
彩
画
な
が
ら
藤
田
の
二
点

の

み
出
品
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
で
は
素
材
感
と
し
て
は
ほ
か
の
日
本
画
と
大
き

な
齟
齬
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る

(サ
イ
ズ
や
テ
ー
マ
の
点
で
齟
齬
が
あ

っ
た
の

だ
が
)。

二
〇
〇
三
年
か
ら

エ
ッ
ソ
ン
ヌ
県
議
会

は
国

の
予
算
補
助
を
受
け
、
修
復
家

ア
ラ
ソ

・
ロ
ッ
シ
ュ
氏
を
中
心
に
こ
れ
ら

五
作
品
の
修
復
に
着
手
し
た
。
す
で

　
お
　

に

《
構
図

(
一
)》
、
《
構
図

(
二
)》

の
修
復
が
終
わ
り
、

エ
ッ
ソ
ソ
ヌ
県

の
担

当
主
幹

の
ア
ン
ヌ
・
ル

・
デ

ィ
ベ
ル
デ
ー

ル
氏

に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
作
品
の

修
復
完
了
後

に
そ

の
修
復
過
程
を
公
表
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
計
画
中
と
の
こ

と
で
、
成
果
の
公
表
が
待
ち
望
ま
れ
る
。

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
の
関
心
は
、

こ
れ

ら

一
九

二
八
年
の
年
記
を
持

つ
四
作
品
と
未
完

の

一
作
品
と
、
翌

一
九

二
九
年

に
完
成
さ
れ
た
日
本
館

の
作
品

二
点
は
い

っ
た
い
ど
の
よ
う
な
相
関
関
係
を
持

つ
の
か
と
い
う
点

に
移

る
。

六

一
九
二
八
年
の
藤
田

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

一
九
二
八
年

に
は
藤
田
は
ど
の
サ

ロ
ソ
に
も
出
品

し
て
い
な
い

一
方

で
、
膨
大
な
借
金
を
抱
え
た
。
し
か
し
、
パ
リ
の
画
廊
で
は

作
品
を
展
示
し
て
い
る
。
六
月
に
は
、
注
文
肖
像
画

《
フ
ィ
リ

ッ
プ

・
ベ
ル
ト

ロ
夫
人
肖
像
》
が

ル
ネ
サ
ソ
ス
画
廊
で
開
か
れ
た

「
女
性
肖
像
画
展

"
ア
ン
グ

　れ
　

ル
か
ら
ピ
カ
ソ
ま
で
」
に
展
示
さ
れ
、

ア
ー
ル
・
コ
ソ
タ
ン
ポ
ラ
ソ
画
廊
も
六

月
に
個
展
、
さ
ら
に
ベ
ル
ネ
ム
ーー
ジ

ュ
ン
ヌ
画
廊
も
十

一
月
に
個
展
、
十

二
月

に
は
ボ
ナ
ー
ル
と
の
二
人
展
を
開
催
し
て
い
る

(
い
ず
れ
も
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
が

見

つ
か
ら
な
い
)。
さ
ら
に
こ
の
年
に
は
ポ
ー
ル
・
モ
ラ
ソ
の
序
文
と
藤
田
自
身

の
子
供
時
代

の
回
想
を
と
も
な

っ
た
本
格
的
な
作
品
集
が
パ
リ
で
刊
行
さ
れ
て

　む
　

い
る
。
こ
の
意
味
で
も
、

こ
の

一
九

二
八
年
、
藤
田
は
決
し
て
隠
遁
し
て
い
た

わ
け
で
な
く
、
着
実
に
制
作
と
発
表
を
重
ね
て
い
た
と
い
え
る
。

最
近
、

一
九
二
八
年
十

一
月
に
ベ
ル
ネ
ム
ーー
ジ

ュ
ン
ヌ
画
廊

で
開
か
れ
た
藤

　れ
　

田
の
個
展

に
つ
い
て
の
展
覧
会
評
を
見

つ
け
た
。
白
黒
な
が
ら

《
ル
・
ト
ラ
ヴ

ァ
イ

ユ

大
装
飾
画
》
と
題
し
た
四
点
の
作
品
の
図
版
を
伴

っ
て
い
る
。
た
い

へ
ん
小
さ
な
サ
イ
ズ

で
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
に
気
づ
き

に
く
い
が
、
こ
れ
ら

は
ま

さ

に

一
九

二
九
年

の
画
集

に
掲
載

さ

れ

た

《構

図

(
一
)
》
、
《構

図

(
二
)》
、
《
争
闘

(
一
)
》
、
《争
闘

(
二
)
》
で
あ

る
。
《
構
図

(
一
)
》
と

《
構
図

(
二
)》
は
西
洋
文
明
を
日
本

に
運
び
込
む
と
い
う

「霞
鋤
く
巴

労
働
」
と

い
、兇

な
く
も
な

い
が
、
《
争
闘

(
一
)》
と

《争
闘

(
二
)
》
は

「
労
働
」
と
は
ほ
ど

遠

い
よ
う

に
思
え
る
。
「け螽
く
四
一ご

に
は
作
品
、
仕
事
と

い
う
意
味
も
あ

る
の

で
、
邦
訳
を

《作
品

大
装
飾
画
》
と
す
る
べ
き
か
も
し
れ
な

い
。

こ
の
展
評
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は

以

下

の

よ

う

に
書

い

て

い
る

。

日
本

の
魂
は
、
長
年
パ
リ
に
暮
ら
し
そ
の
影
響
を
強
く
受
け

つ
つ
も
藤

田
の
な
か
で
死
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
い
さ
さ
か
曇
り
が
ち
で
は

あ
る
。
彼
が
大
切
に
し
て
い
る
白

の
な
か
で
、
グ
レ
ー
が
か

っ
た
暗
め
の

白
と
明
る
い
イ

エ
ロ
ー

・
オ
ー
ク
ル
を
帯
び
た
白
が
、
装
飾
を
目
的
と
し

た
二
点

の
巨
大
な
画
面
に
共
存

し

て
い
る
。
そ
こ
で
は
ジ

ュ
ウ
ジ

ュ
ツ

(柔
術
)
で
熱
を
帯
び
た
男
女

の
か

ら
だ
が
、
対
と
な

っ
た
檻
に
閉
じ
込

め
ら
れ
た
ラ
イ
オ
ン
や
う
さ
ぎ

の
ま

わ
り
で
混
ざ
り
合

い
、
か
ら
み
あ

っ

て
い
る
。
ベ
ル
ネ
ム
囗
ジ

ュ
ン
ヌ
で
発
表
さ
れ
た
こ
の

コ
ソ
ポ
ジ

シ
ョ
ン

の
ね
ら
い
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
あ
ふ

れ
る
画
面
を
成
り
立
た
せ
る
、
あ
ま

た
の
筋
肉
隆

々
と
し
た
人
体

エ
ス
キ

ー
ス
に
こ
そ
あ
る
。

こ
こ
で
は
デ

ッ
サ
ン
や
人
体
表
現

の
正
確
さ
こ
そ
を

賞
賛
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
も
ま
た
作
品
サ
イ
ズ
に
言
及
し
て
い
な

い
が
、
大
画
面

で
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
個
展

は
、
作
家
渾
身

の
制
作
発
表
と
見
る
べ
き
も

の
の

よ
う
で
あ
る
。
何
し
ろ
、
三
メ
ー
ト
ル
四
方

の
新
作
四
点
を

一
気

に
発
表
し
た

の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
先
に
触
れ
た

一
九

二
八
年
に
パ
リ
で
刊
行
さ
れ
た
藤
田

の
画
集
も
、
「
二
点

の
大

コ
ン
ポ
ジ

シ
ョ
ソ
の
部
分
、

一
九

二
八
」
と
題
し
た

図
版
六
点
を
掲
載
し
て
い
る
。
日
本
館
と

の
関
わ
り

に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、

そ
れ
ら
は
確
か
に

《構
図

(
一
)
(未
成
)
》
と

《構
図

(
二
)
(未
成
)
》

の
部

分
写
真

で
あ
る
。
四
点

の
な
か
で
も

《構
図
》
二
点
は
、
藤
田
に
と

っ
て

一
九

二
八
年
末

の
段
階

で
も

っ
と
も
重
要
な
作
品
だ

っ
た
こ
と
に
疑

い
は
な
い
。

こ
こ
で
再
度
、

一
九
二
〇
年
代
末

の
大
作

《
構
図
》
と

《
欧
人
日
本

へ
到
来

の
図
》

の
来
歴
を
確
認
し
た
い
。

・
一
九
二
六
年
十
月
二
日

"
パ
リ
国
際
大
学
都
市
内

に
日
本
人
留
学
生
用

の

寮
…の
建
設
が
決
定
。

・
同
年
十

二
月
十
三
日

凵
「室
内
ノ
装
飾

ハ
之

レ
亦
薩
摩
氏
年
来

ノ
友
人
藤

田
嗣
治
画
伯

二
依
嘱

ノ
心
組

ナ
リ
」

・
一
九
二
七
年

二
月

"
藤
田

へ
の
依
頼
が
正
式
決
定
。

・
同
年
五
月

口
藤
田
に
二
点

の
制
作
依
頼
。

・
同
年
五
月
十

二
日

凵
作
品
テ
ー
マ
の
決
定

「
日
本
文
化
史
及
び
欧
州
文
明

東
漸
」

・
同
年
十
月
十
二
日

u
日
本
館

の
工
事
着
工

・
一
九

二
八
年
夏
以
前

"
藤
田
、
薩
摩
、
国
際
大
学
都
市
事
務
局

の
あ

い
だ

で
、
作
品
の
報
酬
を
め
ぐ
る
不
協
和
音
。

《
構

図

(
一
)
》
、

《
構

図

(
二
)
》

一
九

二

八
年

、

油

彩

・
カ

ン
ヴ

ァ

ス
、

三

〇

〇

×
三

〇

〇

㎝
、

エ

ッ

ソ

ン

ヌ

県

議

会

蔵

・

一
九

二

八
年

十

一
月

十

九

日

-

三

〇

日

"
個

展

、

ベ

ル

ネ

ム
ーー

ジ

ュ
ソ

ヌ
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画

廊

、

パ

リ

・

一
九

二
九

年

十

月

一
日
-

十

日

"
個

展

、

朝

日
新

聞

社

、

東

京

そ

の
後

、

長

ら

く

木

枠

か

ら

外

し
、

カ

ン
バ

ス
を
巻

い

た
状

態

で
保

管

。

ユ

キ

(
デ

ス

ノ

ス
)

の
所

蔵

か

ら

、

藤

田

君

代

氏

へ

・

一
九

九

二
年

H
藤

田

君

代

氏

か

ら

エ

ッ

ソ

ソ

ヌ
県

議

会

へ
寄

贈

・
二
〇

〇

三
年

末

u
《
構

図

(
二
)

「
ラ
イ

オ

ソ

の

い

る

コ
ン
ポ

ジ

シ

ョ

ン
]
》

修

復
・
二
〇

〇

四

年

二
月

八

日

-

三
月

二
十

四

日

u
《
構

図

(
二
)

[
ラ
イ

オ

ン

の

い

る

コ
ン
ポ

ジ

シ

ョ
ン
凵
》
公

開

、
個

展

「
フ
ジ

タ

"
人

、
作

品

、
修

復

」
、

シ

ャ

マ
ラ

ン
ド

芸

術

文

化

セ

ン

タ

ー

、

エ

ッ

ソ

ン

ヌ

・
同

年

六

月

二
十

七

日

-

九

月

二
十

五

日

"
《
構

図

(
二
)

[
ラ
イ

オ

ン

の

い

る

コ
ソ
ポ

ジ

シ

ョ
ン
]
》

公

開

、

個

展

「
フ
ジ

タ

モ

ン

パ

ル

ナ

ス

の

日

本

人

巨

匠
」
、

芸

術

・
フ

ェ
ス

テ

ィ
バ

ル

・
パ

レ

ス
、

デ

ィ
ナ

ー

ル

・
二
〇

〇

四

年

末

i

二
〇

〇

五
年

口
《
構

図

(
一
)

[
犬

と

猿

の

い

る

コ
ソ
ポ

ジ

シ

ョ
ン
]
》

修

復

・
二
〇

〇

六
年

三

月

-

五
月

冖
藤

田
嗣

治

展

、

東

京

国

立

近

代

美

術

館

《
欧

人

日
本

へ
到

来

の

図
》

一
九

二
九

、

油

彩

・
カ

ン
ヴ

ァ

ス
、

三

〇

〇

×

六

〇

〇

㎝

(
三
枚

パ
ネ

ル
)
、

パ

リ

日
本

館

蔵

・

一
九

二
九

年

四

月

九

日

-

二
十

一
日

凵
グ

ル
ー

プ

展

「
パ

リ
在

住

日
本

人

美
術
家
展
」
、

ル
ネ
サ
ン
ス
画
廊
、
パ
リ

・
同
年
五
月
十
日

"
日
本
館

(パ
リ
国
際
大
学
都
市
)
開
館
式

・
二
〇
〇
〇
年
七
月
-
九
月

凵
日
仏
共
同
修
復
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

二
点
を

つ
な
げ
た

《構
図

(
一
)
(
二
)
》
と

《欧
人
日
本

へ
到
来
の
図
》
が
、

縦

三
〇
〇

㎝
、
横
六
〇
〇

㎝
と
ま

っ
た
く
同
じ

サ
イ
ズ
で
あ
る
こ
と
は
重
要

で

あ
る
。

二
点

の

《
構
図
》

に
は
各
画
面

に
作
家

の
サ
イ

ン
が
あ
る
が

(嗣
治

国
o
⊆暮
P

一露
。。)、
左
右

に
振
り
分
け
ら
れ
、

い
く

つ
か
の
モ
テ

ィ
ー
フ
、
例
え

ば
樽
や
船

の
帆
が
二
つ
の
画
面
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
そ
れ
は

《
構

図

(
一
)
》
と

《
構
図

(
二
)
》
が
ひ
と

つ
の
作
品
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
以
下

の
結
論
に
至
る
。
《構
図
》
は

一

九
二
八
年
十

一
月
以
前

に
日
本
館

サ
ロ
ン
の
た
め
の
壁
画
と
し
て
完
成
さ
れ
る

が
、
そ
れ
は
な
ん
ら
か
の
理
由
で
キ

ャ
ソ
セ
ル
さ
れ
、
最
終
的
に
日
本
館

に
掲

げ
ら
れ
た
の
は
別

の
作
品

《欧
人
日
本

へ
到
来

の
図
》
と
な

っ
た
。

「
キ
ャ
ソ
セ
ル
」

の
理
由
に
つ
い
て
は
現
段
階

で
そ
れ
に
触
れ
た
同
時
代
の
資

料
を
発
見
で
き
ず
、
推
測
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
以
下
の
三
つ
を
挙
げ

て
お
き

た
い
。

①
学
生
寮
と
し
て
は
、

エ
ロ
テ
ィ
ヅ
ク
な
裸
体
表
現
が
多
す
ぎ
る
。

②

モ
ダ

ソ
な
建
物
の
内
装

に
対
し
て
、
画
面
が
白
く
、
脆
弱
な
印
象
を
与
・兄

か
ね
な
い
。

③

「欧
州
文
明
東
漸
」
を
説
明
す
る
た
め
の
モ
テ

ィ
ー
フ

(動
物
、
絵
画
、
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音
楽
)
な
ど
が
、
説
明
的
で
雑
多
な
印
象
を
与
え
る
。

藤
田
は

「
キ
ャ
ン
セ
ル
」
を
受
け
、
第

一
ヴ

ァ
ー
ジ

ョ
ン
の
た
め
に
用
意
し

た
デ

ッ
サ
ン
の

一
部
を
再
利
用
し
な
が
ら
、

一
九
二
九
年
四
月
ま
で
に
第
ニ
ヴ

ァ
ー
ジ

ョ
ン
を
急

い
で
描
き
あ
げ
、
《
欧
人
日
本

へ
到
来

の
図
》
と
し
、
そ
し

て
さ
ら
に

一
点
、
《
馬
の
図
》
を
描

い
た
。
新
ヴ

ァ
ー
ジ

ョ
ン
は
金

地
で
覆
わ

れ
、
第

一
ヴ

ァ
ー
ジ

ョ
ン
と
比
べ
て
構
図
が
安
定

し
、

モ
テ
ィ
ー
フ
数
が
相
当

数
減
少
し
た
。
画
家
は
寓
意
的
な
ヌ
ー
ド
、
ラ
イ
オ
ソ
、
帆
を
削
除
し
て
い
る
。

画
面
中
央

の
二
人

の
裸
婦
を
除
け
ば
、
大
半
が
着
衣
、
も
し
く
は
布
を
ま
と
い
、

特

に
男
性
は
ほ
ぼ
す
べ
て
が
ズ
ボ

ン
を
着

用
し
て
い
る
。
《構
図
》
な
ど
で
み

ら
れ
た

「
ジ

ュ
ウ
ジ

ュ
ツ
」

の
組
み
手

の
よ
う
な
男
女
の
絡
み
合
い
は
外
さ
れ
、

船
上

で
の
優
雅
な
ポ
ー
ズ
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
段
階
で
は
背
景
表
現

が
な
く
、
よ
り
抽
象
的
と
い
う
べ
き

《争

闘
》
二
点

に
つ
い
て
、
《
欧
人
日
本

へ
到
来

の
図
》

の
制
作
過
程
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
対
作
品
と
し
て

考
、兄
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
建
物
の
構
造
上
、
サ
イ
ズ
も
設
置
場
所
も
異

な
り
、
生

か
さ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
あ
ら
た
め
て
玄
関
奥
に
ふ
さ
わ
し
い

モ
テ
ィ
ー
フ
を
練
り
直
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
メ
ゾ

ン
に
残
さ
れ
た
、
ラ

イ
オ
ン
と
馬
を
描

い
た
第
五
の
作
品
だ
ろ
う
。
《構
図
》
二
点
と

《争
闘
》

二

点
が
完
成
作
と
し
て
画
家

の
サ
イ

ソ
が
入

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
作
品

の
み
ほ
と
ん
ど
デ

ッ
サ
ン
だ
け
で
未
完
成

に
終

っ
て
い
る
も

の
の
、
サ
イ
ズ
が

《
馬

の
図
》
に
相
当
す
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
こ
れ
が
ほ
ぼ
唯

一
現
存
す

る

《馬

の
図
》

の
エ
ス
キ
ー
ス
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、

こ
の

一
九

二
八
年
の
ほ
ぼ

一
年
間
を
、
藤
田
は
日
本
館
の
た
め
の

「本
画
」
を
い
っ
た
ん
完
成
さ
せ
る
た
め
に
費
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り

に

本
稿

で
見
て
き
た
よ
う
に
、

一
九
二
〇
年
代
末
の
藤
田
は
パ
リ
日
本
館

の
壁

画
制
作

に
多
く

の
時
間
を
割

い
て
い
た
。
彼
は

一
九
二
八
年
十

一
月
末
ま
で
に

相
当
数

の
デ

ッ
サ
ン
と
、
四
点

の
正
方
形

の
大
画
面
を
完
成
し
た
が
、
そ
れ
ら

は
な
ん
ら
か
の
理
由

に
よ

っ
て
拒
否
さ
れ
た
。

サ
ロ
ン
出
品
作
が

コ
レ
ク
タ
ー

や
美
術
館
に
購
入
さ
れ
る
ケ
ー
ス
と
は
異
な
り
、
注
文
画

の
場
合
、
注
文
主

の

意
向
と
の
調
整
が
難
し
い
こ
と
は
す
で
に
藤
田
も
何
度
も
経
験
し
、
未
完
成

で

　ゐ
　

放
棄
し
た
作
例
も
い
く

つ
も
あ
る
。

一
九
二
七
年
後
半
以
降
サ

ロ
ン
へ
の
出
品

が
な
い
と
冒
頭

に
書
い
た
が
、
こ
れ
は
逆

に
い
え
ば
こ
の
時
期
、
彼
が
注
文
画

に
専
念
し
て
い
た

(専
念
で
き
た
、
も
し
く
は
専
念
す
べ
き
状
況
に
あ
っ
た
)
と

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の

一
九
二
八
年
は
画
家
に
と

っ
て
芸
術
上
で
も
経
済
的

に
も
厳
し
い
年
と

な

っ
た
が
、
彼
は
こ
の

一
年
間
に
描
き
た
め
た
人
体
デ

ッ
サ
ソ
と
大
画
面
構
成

を
無
駄
に
せ
ず
、
翌

一
九
二
九
年

の
第

ニ
ヴ
ァ
ー
ジ

ョ
ソ
の
完
成
に
大
き
く
活

　ぬ
　

用
し
、
さ
ら
に
こ
の
体
験
は

一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
中
南
米
滞
在

の
の
ち
、
彼

が
母
国

・
日
本

に
戻

っ
て
取
り
組
む
壁
画
制
作

の
際

に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

こ
う
し
た
大
画
面

の
群
像
表
現

の

「
鍛
錬
」
は
、
最
終
的
に
太
平
洋
戦
時

下

の

「
戦
争
画
」

へ
と
結
実
し
て
い
く
。
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近
代
以
降
、
海
外
で
の

「
日
本
表
象
」

と
い
え
ば
、
十
九
世
紀
後
半
以
降
欧

米

で
繰
り
返
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
に
お
け

る
有
名
建
築
の
再
現
、
十
九
世
紀
後

半

の
ジ

ャ
ポ

ニ
ス
ム
最
盛
期
の
日
本
幻
想
、
そ
し
て
戦
後
、
イ
サ
ム

・
ノ
グ
チ

ら
が
さ
か
ん
に
手
が
け
た
庭
園
な
ど
が
連

想
さ
れ
る
。
そ
ん
な
な
か
で
、
日
本

館
内
部
を
飾

る
二
点
は
、
日
本
人
画
家

に
よ
る
数
少
な

い
表
象
例
と
い
、兄
る
だ

ろ
施
・
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
こ
の

「金
碧
油
彩
画
」
は
、
今

日
も
な
お
、
館

で
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
の
日
本
関
係

の
催
事
を
そ
の

「金
屏
風
」
効
果

で
華
や

か
に
盛
り
立
て
て
い
る
。
二
十

一
世
紀
を
生
き
、
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

保
存

・
管
理
を
考
え
れ
ぽ
、
よ
り
環
境

の
整

っ
た
美
術
館

へ
の
寄
託
な
ど
が
望

ま
し
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
作
品
は
そ
も
そ
も
タ
ブ

ロ

ー
と
し
て
企
図
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
建

築
意
匠
と
用
途
、
さ
ら
に
は

一
九

二

〇
年
代
末
と
い
う
時
代
背
景

に
応
じ
て
藤

田
が
考
案
し
た
特
殊
な
作
例
で
あ
る
。

す
で
に
、
藤
田
が
手
が
け
た
壁
画

の
大
半
が
失
わ
れ
た
り
、
元
の
建
物
か
ら
離

さ
れ
て
い
る
な
か
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
場
所
に
そ
の
ま
ま
置
か
れ
て
い
る
ほ
ぼ

唯

一
の
作
例
と
い
う
べ
き
本
作
が
、
今
後
も
こ
の
場
所
で
保
存

.
公
開
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

注(
1
)

本

稿

の
執

筆

に
あ

た
り
、

さ

ま
ざ

ま

な
機

関

や
研

究
者

の
ご

協

力

を
受

け

ま

し

た
。
記

し

て

お
礼

申

し

上

げ

ま

す
。

パ

リ

日
本

館

、

メ
ゾ

ソ

・
ア

ト

リ

エ

・
フ
ジ

タ
、

セ

ル
ク

ル

・
ア

ソ
テ

ラ
リ

エ
、

パ

リ
日
本

館

絵
画

修

復
実

行

委

員

会
、

国

立

西
洋
美

術

館

、

フ
ラ

ン

ソ
ワ
ー
ズ

・
ル
ヴ

ァ
イ

ヤ

ソ
氏
、

シ

ル
ヴ

ィ
ー

・
ビ

ュ
イ

ッ
ソ

ソ
氏

、
篠

田
勝

英

氏
、

笹

木
繁

男

氏
、

山

地
治

世

氏

、

フ

ィ
リ

ス

・
パ

ソ
バ

ウ

ム
氏

。
本

研

究

に

は
、
平

成

十

六

・
十

七
年

度

科

学
研

究

費
補
助

金

(
基

盤
研

究

c
1

2
)

「
藤

田
嗣
治

の
絵
画

技
法

に
関

す

る
基
礎

的
研

究

"
晩
年

の
ア
ト

リ

エ
内
資

料

を

対
象

と

し

て
」

(代

表

研
究

者

"
林

洋

子
)
、

な

ら
び

に
京
都

造
形

芸
術

大
学

の
特

別
研

究
助

成

の
成
果

の

一
部

を
反
映

し

た
。

(
2
)

林

洋
子

「
旅

す

る
画

家

・
藤

田
嗣

治

-

日
仏

の
あ

い
だ

の

ア

メ
リ

カ
」

『美

術
研

究

』
、
東

京

文
化

財

研

究
所

、

三

八

一
号

、

二
〇

〇

四
、

二
五
ー

五

一

頁

"
林
洋
子

「藤
田
嗣
治
の
画
業
に
み
る

《連
続
》
と

《非
連
続
》
1

両
大

戦
間
に
直
面
し
た
あ
る
日
本
人
画
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
『日
本
文
化
の
連

続
性
と
非
連
続
性

一
九
二
〇
年
-

一
九
七
〇
年
』
勉
誠
出
版
社
、
二
〇
〇
五
、

三
二
三
-
三
六
〇
頁

(3
)

林
洋
子

「藤
田
嗣
治
の
一
九
三
〇
年
代
O

裸
婦
と
戦
争
画
を
つ
な
ぐ
も

の
」
辻
惟
雄
先
生
還
暦
記
念
会
編

『日
本
美
術
史
の
水
脈
』
ぺ
り
か
ん
社
、

一

九
九
三
、
六
二

一
ー
六
四
八
頁

(
4
)

蔵
屋

美
香

「
壁

画

と

タ
ブ

ロ
ー
1

一
九

〇
〇

1

一
九

四
〇
年

代
」

『
講

座

日
本

美
術

史
』

第

六
巻

(
美
術

を
支

え

る
も

の
)
、
東

京

大
学

出
版

会
、

二
〇

〇

五
、

一
一

一
ー

一
四
〇

頁

(
5
)

藤

田

は

一
九

二
八
年

に

二
回
個

展

を

し

て

い
る
が

、

一
九

二
七

年
後

半

に

は

一
度

も
開

い
て

い
な

い
。

(
6
)

画

家

は

サ

ロ
ソ

・
ド

ー

ト

ソ

ヌ
に

一
九

一
九
、

一
九

二
〇

、

一
九

二

一
、

一
九

二

二
、

一
九

二
三
、

一
九

二
四
、

一
九

二
五
、

一
九

二

六
年
、

サ

ロ
ン

.

デ

・
ザ

ン
デ

パ

ン
ダ

ソ
に

一
九

二
〇
、

一
九

一
二

、

一
九

二

二
、

一
九

二

三
、

サ

ロ
ソ

・
デ

・
テ

ユ
ル
リ

ー
に

一
九

二
三
、

一
九

二
四
、

一
九

二
五
、

一
九

二
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六
、

一
九

二
七
年

に
出

品

し
て

い
る
。

(
7
)
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』
O
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㊤
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.
林

洋

子

「藤

田
嗣
治

の

一
九

二
九
年
ー

パ
リ

か
ら

日
本

へ
の
転
換

点
」

『
鹿
島

美
術

研
究

』
年

報

十

六
号
別
冊

、

一
九

九
九

、

二
四

-

三
四
頁

(
8
)

森

谷
美

穂

「
パ

リ
国
際

大

学
都

市

日
本

館

成
立

の
経
緯

」
、
展
覧

会

カ

タ

ロ

グ

『薩

摩
治

郎

八

と
巴
里

の
日
本
人

画
家

た
ち
』
、
徳

島
県

立
近

代
美

術
館

、

一

九
九

八
、

一
八

一
i

一
八
八
頁

(
9
)
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巴
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ひq
器
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)

外

交

文
書

「
在

仏

河
合

代

理

大
使

公
信

」
第

三
四

〇
号

、

一
九

二
六
年

十

月

二
日

(
11
)

外

交
文

書

「
在
仏

特
命

全
権

大
使

子
爵

石
井

菊
次

郎

公
信
」

第

八
四

六
号
、

一
九

二
六
年

十

二
月
十

三

日

(
12
)

外

交
文

書

「
在
仏

特
命

全
権

大
使

子
爵

石
井

菊
次

郎
公

信
」

第

三

二
六
号
、

一
九

二
七
年

五
月

十

二
日

(
13
)

同
右

(
14
)

『
巴
里

週
報
』

一
〇
九
号

、

一
九

二
七
年

十

月

二
十

四

日

ほ
か

(
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「
芸

苑

風
聞

記
」

『
中

央
美

術

』

一
五
i

三
、

一
九

二
九
年

五
月

、

一

一
五

頁

、
熊

岡
美
彦

「
百
鬼
夜

行

の
巴

里
③

藤

田
氏

の
反
省

を
促

す
」

『美
術

新

論
』

四
-

一
一
、

一
九

二
九
年

十

一
月
、

三
四
頁

(
17
)

外

交
文

書

「
在

仏
特

命

全
権

大

使
安

達

峯

一
郎

公
信

」
第

三

四
九

号
、

一

九

二

八
年

五
月

三

十

日

(
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)
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(
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)

藤

田
嗣
治

「
現

代
壁

画
論
」

『改

造
』
、

一
九

三
六
年

三
月

、

五
-

六
頁

(
20
)

藤

田
嗣
治

、
前

掲
、

六
頁

(
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)
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)

薩
摩
治

郎

八

『
せ

・
し

・
ぽ

ん

わ
が

半

生

の
夢
』
、

山
文

社
、

一
九

五
五
、

一
〇

一
頁

(
23
)

藤

田
嗣
治

「
現
代

壁

画
論
」
、
前

掲
、

六
頁

(
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)
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●
藤

田

は
こ

の

ベ

ル
ギ

ー

で
の
展
覧

会

に

以

下

の
五
点

を
出

品

し

て

い
る
。
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鴨
§

瀞
ミ
§
8

書

の
。・§
ト

b
軸
§

ぎ

§
§
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爲
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鴇
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い
ミ
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(
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)

団

ω
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℃
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ミ
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誌

N
§
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母
す

Ω
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江
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冨
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Φ
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しu
8

a
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⊆
×
口

㊤
N
㊤
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(
27
)

ユ
キ

・
デ

ス
ノ

ス

(
河
盛

好

蔵

・
訳
)

『
ユ
キ

の
回
想

エ

コ
ル

・
ド

・
パ

リ

へ
の
招

待
』

美
術

公

論
社

、

一
九
七

九
、

二

一
四
頁
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(
28
)

『藤

田
嗣
治

画
集

』

東
京

朝

日
新
聞

社
、

一
九

二
九

(
29
)

藤

田
嗣
治

『
巴
里

の
横
顔

』
実

業
之

日
本

社

、

一
九

二
九

(
30
)

当
時

の
日
本

の
美
術

家

の
活
動

の
中

心

は
公
募

展

・
グ

ル
ー
プ
展

に
あ

り
、

個

展
開
催

の
黎

明
期

に
あ

っ
た
。

一
九

二
六
年

に
開

設

さ
れ

た
東

京

府
美

術

館

は
公
募

展

の
た
め

の
貸

し
会

場

業
務

を

中
心

と

し

て

い
た
。

長

ら
く

日
本

を
留

守

に
し
、
公

募

展

に
属

さ

な

い
藤

田

に
個
展

会

場

を
斡
旋

し

た

の
は
、
美

校

時

代

の
同

級
生

で
当

時
朝

日
新
聞

社

に
籍

を

お

い
て

い
た
岡
本

一
平

で
あ

っ
た
。

(
31
)

一
九

二
九
年

の
パ
リ

で

の
日
本
美

術
展

の
出

品
作

は

《
争
闘
》

《
動

物
》

の

二
点

で
、
展

覧

会

カ

タ

ロ
グ

に

は
前

者

の
み
図

版
が

掲

載

さ

れ

て

い
る
。

そ

の

た

め
図
版

か
ら

《
争

闘
》
が

、

『
藤

田

嗣
治

画
集

』

の

《
争

闘

(
二
)
》

で
あ

る

こ
と

が
判

明

し

た
が

、
《
動

物
》

が

《
争

闘

(
一
)
》

で
あ

る

か

は
特
定

で
き

な

い
。

同
展

で
は
、
藤

田

の
出

品

作
が

巨

大

な

た

め
、

ほ

か

の
作
家

か
ら

不
平

が

噴

出

し

た
と

い
う
逸
話

が
残

っ
て

い
る
。

(
32
)

「藤

田
嗣
治

氏
個

展
」

『
関
』
、

三
号
、

一
九

二
九
年

十

二
月

、

二
三
頁

(
33
)

奥

野

美

香

『藤

田
嗣
治

《
大
地
》

の
諸

相

群

像

表

現

を

中

心

に
』
修

士

論

文

、
名
古

屋

大
学

、

二
〇
〇

二

(未

刊
行

)
。

(
34
)

一
九

二
〇
年

代

の
日
本

に
お
け

る
藤

田
評

価

に

つ
い

て
は
、

以
下

を

参

照

さ
れ

た

い
。

「
藤

田
嗣
治

の

一
九

二
〇
年
代

冖
二
枚

の

《
私

の
部

屋
》

に
込

め
ら

れ

た
意
味
」

『東

京
都

現
代

美
術

館
紀

要
』

第

四
号

、

一
九

九

九
、

一
四
1

二
五

頁
(
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)
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)

一
九
七

〇
年

代

の
修

復
時

に
画

面

に
裏
打

ち
さ

れ

た

パ
ネ

ル
を

取

る
と

い

う
方

法

も
提

案

さ

れ

た
が
、

予
算

と
期

間

の
限

定

だ
け

で
な
く

、
切

除

の
際

に

画

面

に
与

え

る
危
険

性

に
鑑

み
、
見

送

ら

れ

た
。

湿

度

の
大

き

な
変

化

さ
え

な

け

れ
ば

(
日
本
館

に
あ

る
限

り
)
、

パ
ネ

ル

の
伸
縮

は
最

低
限

に
と
ど

ま
り
、

画

面

に
大

き
な
負

担

は

か
か
ら

な

い
と
判

断

さ
れ

た
。

(
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平

成
十

六

・
十
七

年
度

科
学

研
究

費
補

助
金

(基

盤
研

究

c
i

2
)

「藤

田

嗣

治

の
絵
画

技
法

に
関

す

る
基
礎

的

研
究

"
晩
年

の

ア
ト

リ

エ
内
資

料

を
対

象

と
し

て
」

(代

表

研
究
者

"
林
洋

子
)

(
39
)

エ
ッ
ソ

ン

ヌ
県
議

会

は

《
ラ
イ

オ

ン

の
い

る

コ
ン
ポ

ジ

シ

ョ

ン
》

を

《
コ

ン
ポ

ジ

シ

ョ
ン
ー
》

と
呼

ん
で

い

る
。

だ
が

、

一
九

二
九
年

に
刊
行

さ

れ

た
藤

田

の
作

品
集

で

の
表
記

に
従

い
、

本
稿

で
は

こ

の
作

品
を

《
構

図

(
二
)
》

と
す

る
。

(
40

)

0
簿

巴

o
ひq
器

α
Φ

一㎡
×
b
O
ω詳
一〇
員

き

轟
ミ

駐

ミ

奩

ミ
の

§

誉

§
§
8

、

譜

ミ
⑦
勸

靉

§
芻
◎

℃
蝉
ユ
ρ

い
①

菊
Φ
昌
巴

ωω
譽

o
ρ

旨

ヨ

H
露

。。
●

(
41

)

℃
四
巳

罎

o
蕁

昌
P

き

ミ

§

v
勹
餌
ユ
ω
b

臼

口
8

ω
α
Φ
ω
o
年

o
巳
ε

Φ
ω
α
ε

o
霞

ρ

H
露

o。
●

(
42

)

《
い
①
ω

Φ
×
b
o
ω
三

8

ω
》
》
卜
犠

肉
§

ミ
芻
§

聴

譜

黥

ミ

書

§

ミ
。・v

℃
四
噌
す

H
㊤
卜。
・。
博
P

器
①
-
㎝
ω
S

(
43
)

ア

ソ
ト

ワ
ー
プ

在

住

の

コ
レ
ク

タ
ー
、

フ

ィ
ー
ラ

ン
の
自

宅

の
た

め

の
装

飾
画

(
一
九

二
三
)
、
詩

人

ア

ソ
ナ

・
ド

・
ノ

ワ
イ

ユ
の
肖

像

画

(
一
九

二
六
年

ご

ろ
)

も
未

完

に
終

っ
て

い

る
。

前
者

は
注
文

を

受

け

た
点

数

の

一
部

だ
け

の

完

成
と

な
り

(
そ

の
内
、

《
ア
ン
ト

ワ
ー
プ

の
港

の
眺

め
》

を

島
根

県

立
美
術

館

が
所

蔵
)
、
後

者

の
画
稿

と
未

完

の
油
彩

画

を
川
村

記
念

美
術

館
が

所
蔵

す

る
。
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(
44
)

《
構

図

(
二
)
》

で
描

か
れ

て

い
た

ラ
イ

オ

ン
も

《
欧
人

日
本

へ
到

来

の
図
》

で
は
除

か
れ

た
が

、

一
九

三
〇

年

に

ユ
キ

を

モ
デ

ル
に
描

い
た

《
女

調

教
師

と

ラ
イ

ォ

ン
》

(
パ
ー

フ

ェ
ク
ト

・
リ
バ

テ

ィ
ー
教
団

蔵
)

で
復

活
す

る
。

(
45
)

厳
密

に

い
え
ば

、
藤

田

は

一
九

五

五
年

に

フ
ラ

ン

ス
国

籍

を
取

得

し
、

日

本

国
籍

を

放
棄

し

て

い
る
。

だ
が

、

一
九

二
九
年

の
制
作

時

に
は
確

実

に

「
日

本
人

」

で
あ

っ
た
。

藤田嗣治の1920年代末の壁画表現
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